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新
し
き
平
和
の

　
光
さ
し
そ
む
る

　
　
荒
野
に
ひ
び
け

　
　
　
長
崎
の
鐘

　
　
　 

　
永
井
　
隆

　
永な
が

井い

隆た
か
し

博
士
は
、
放
射
線
医
学
の
研
究
か
ら
白
血
病

に
侵
さ
れ
、
ま
た
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ
り
重
傷

を
負
い
な
が
ら
も
、
43
歳
で
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、
病
床

か
ら
「
如に
ょ

己こ

愛あ
い
じ
ん人
」「
平
和
を
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
世

界
に
訴
え
続
け
ま
し
た
。
ま
た
、
博
士
は
、
長
崎
で
の
自

身
の
被
爆
体
験
を
綴
っ
た
「
長
崎
の
鐘
」
や
闘
病
中
の
博

士
が
自
分
の
死
後
残
さ
れ
る
子
た
ち
へ
の
思
い
を
描
い
た

「
こ
の
子
を
残
し
て
」
な
ど
の
名
作
を
著
し
、
科
学
者
で

あ
る
と
同
時
に
す
ぐ
れ
た
文
芸
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　「
永
井
隆
平
和
賞
」
は
、
こ
の
博
士
の
崇
高
な
精
神
を
、

若
い
世
代
に
伝
え
、「
平
和
」
や
「
愛
」
と
い
う
人
類
普

遍
の
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
機
会
と
出
会
い
の
場
を
提
供
す

る
目
的
で
平
成
３
年
に
創
設
し
ま
し
た
。

　
24
回
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、
全
国
29
都
道
府
県
よ
り

「
平
和
」
や
「
愛
」
に
対
す
る
考
え
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表

現
し
た
作
品
が
１
、２
７
０
点
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
市
は
、

選
考
を
経
て
選
ば
れ
た
20
点
の
受
賞
作
品
の
発
表
式
典
を

9
月
14
日
（
日
）
に
三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
で
行

い
ま
し
た
。

　
式
典
の
前
に
、
博
士
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
『
長

崎
の
鐘
は
鳴
り
続
け
る
』
を
鑑
賞
し
、
出
席
者
全
員
で
博

士
の
平
和
へ
の
願
い
や
苦
悩
な
ど
を
ふ
り
か
え
り
ま
し

た
。

　
式
典
で
は
、
表
彰
の
後
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
受
賞
者

が
作
品
の
朗
読
を
行
い
ま
し
た
。
小
学
生
低
学
年
の
部
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
飯
石
小
学
校
３
年
藤ふ
じ
は
ら原
秀し
ゅ
う
ご伍
さ
ん

は
、
自
分
の
体
験
か
ら
「
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
大
切
に
思
っ

て
つ
け
ら
れ
た
名
前
が
あ
る
。
名
前
を
優
し
く
呼
ぶ
と
相

手
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
優
し
く
答
え
て
く
れ

る
。
戦
争
も
国
で
は
な
く
一
人
ひ
と
り
に
名
前
が
あ
っ

て
、
そ
の
人
に
も
家
族
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
小
学
生
高
学
年
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

三
刀
屋
小
学
校
６
年
田た

中な
か

太た
い

士し

さ
ん
は
、
友
達
に
や
さ
し

く
さ
れ
た
こ
と
、
自
分
が
妹
の
気
持
ち
を
考
え
、
笑
顔
で

一
歩
踏
み
出
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
体
験
か
ら
、

「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
、
笑
顔
で
優
し
く
声
を
か

け
る
こ
と
が
大
切
で
、
周
り
の
み
ん
な
が
笑
顔
で
い
る
こ

と
が
自
分
に
と
っ
て
の
平
和
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

田中太士さん 藤原秀伍さん

永井隆平和賞入賞者の
みなさん

な
が

い

た
か
し

平
和
へ
の
願
い
～
永
井
博
士
の
祈
り
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
～
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雲
南
市
市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
、
雲
南
市
演
劇
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
（
委
員
長
　

吾あ

郷ご
う
康や
す
子こ

さ
ん
）
に
よ
り
、
雲
南
市
創
作
市
民
演
劇
「
Ｔ
ａ

ｋ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
」
の
制
作
・
上
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
刀
屋

高
校
掛
合
分
校
教
諭
・
亀か
め
尾お

佳よ
し
宏ひ
ろ
さ
ん
に
よ
る
脚
本
・
演
出

の
も
と
、一
般
公
募
で
山
陰
両
県
か
ら
集
ま
っ
た
キ
ャ
ス
ト・

ス
タ
ッ
フ
71
人
が
5
月
か
ら
稽
古
を
重
ね
、
9
月
14
、
15
日

に
木
次
経
済
文
化
会
館
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
で
雲
南
公
演
、

9
月
21
日
に
グ
ラ
ン
ト
ワ（
益
田
市
）で
益
田
公
演
を
行
い
、

4
公
演
で
１
、４
５
０
人
の
観
客
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　「
知
っ
て
い
ま
す
か
、
永
井
隆
博

士
の
こ
と
」、「
知
っ
て
い
ま
す
か
、

戦
争
の
こ
と
」
知
る
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
た
今
回
の
市
民
劇
。
出
演
者
た
ち

も
ま
た
、
永
井
隆
博
士
の
こ
と
を
知
り
、

学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

9月20日、広島県間税会連合会が、原爆や戦争
の悲惨さを描いた漫画「はだしのゲン」の作者
故中

なかざわけい

沢啓治
じ

さんから譲り受けたサイン色紙を永
井隆記念館に寄贈されました。

平和を願い
「はだしのゲン」作者の色紙贈呈

小
学
生低

学
年
の
部

結　果 氏　名 学　年 題　　名 学　校　名
最 優 秀 賞 藤

ふじ

原
はら

秀
しゅう

伍
ご 3 名前のプレゼント 雲南市立飯石小学校

優 秀 賞 松
まつ

谷
たに

遥
は

月
づき 1 だいすき 雲南市立飯石小学校

佳 作 木
こ

次
つぎ

禄
ろく

人
と 2 ぼくのへいわ 雲南市立三刀屋小学校

佳 作 渡
わた

部
なべ

哲
てつ

也
や 2 へいわを 雲南市立飯石小学校

小
学
生高学

年
の
部

最 優 秀 賞 田
た

中
なか

太
たい

士
し 6 やさしさと笑顔の力 雲南市立三刀屋小学校

優 秀 賞 石
いし

飛
とび

花
は

菜
な 4 ひいおばあちゃんをうけついで 雲南市立掛合小学校

佳 作 上
じょう

代
だい

雄
ゆう

暉
き 6 言葉の兵器 雲南市立西小学校

佳 作 吉
よし

　田
だ

　千
せん

之
の

輔
すけ 6 平和を作るには 雲南市立吉田小学校

中
学
生
の
部

最 優 秀 賞 池
いけ

田
だ

風
ふう

雅
が 2 平和のとりで 広島県盈

えいしん

進中学校
優 秀 賞 武

たけ

田
だ

神
かぐ

楽
ら 3 残された蝶 大田市立第三中学校

佳 作 堀
ほり

江
え

菜
な

々
な 2 改めて気付いたこと 雲南市立吉田中学校

佳 作 福
ふく

田
だ

芽
め

衣
い 2 如己愛人で世界を変える 長崎市立野

の

母
も

崎
ざき

中学校

高
校
生
の
部

最 優 秀 賞 高
たか

嶺
みね

真
ま

帆
ほ 2 曾祖母の涙 沖縄県未

み

来
らい

高等学校
優 秀 賞 寺

てら

迫
さこ

晃
きら

良
ら 1 語り部 東京都日本大学櫻

さくらがおか

丘高等学校
佳 作 伊

い

藤
とう

可
か

子
こ 2 歴史に色をつけよう 愛知県南

なんざん

山学園 南山高校
佳 作 伊

い

藤
とう

正
ま

子
こ 1 平和はすばらしい 愛知県滝

たき

学園　滝高校
佳 作 向

むか

井
い

晴
はる

香
か 1 被爆地から伝えたいこと 長崎県立長崎東

ひがし

高等学校

一
般
の
部

結　果 氏　名 年　齢 題　　名 都道府県
最 優 秀 賞 年

とし

永
なが

熙
き

一
いち 87 語り継ぎたい戦争の悲劇  平和への願いをこめて 広島県

優 秀 賞 三
み

宅
やけ

玲
れい

子
こ 82 戦争のつめあと 島根県

佳 作 山
やま

下
した

理
り

恵
え 21 大事なことは忘れないということ 山口県

第24回 永井隆平和賞入賞者（敬称略）
（入賞作品の全文を雲南市ホームページに掲載します）

記念撮影の様子

雲南市創作
市民演劇
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平
成
25
年
度

  
決
算
報
告

　
平
成
25
年
度
の
決
算
が
９
月
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
一
般
会
計
決
算
で
は
、
歳
入
決
算
額
が
３
０
３
億
６
，４
６
８
万
円
（
対
前
年
度
３
・
４
％
増
）、

歳
出
決
算
額
が
３
０
０
億
５
，７
４
７
万
円
（
同
３
・
９
％
増
）
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
が

３
億
７
２
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
は
２
，７
９
０
万
円

で
あ
り
、
実
質
収
支
は
２
億
７
，９
３
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

決算の問い合わせは
財政課
☎ 0854-40-1023

　市税の収入率は97.99％で山陰12市の中で最も高
く、横断的な滞納整理体制の強化が図られ、それによ
る成果が着実に現れてきている。今後も財源の確保と
負担の公平を期するため、未収金の解消に向けて、引
き続き関係部局間の連携を図り、総力を挙げて取り組
まれることを望む。
　財政健全化法に基づく財政指標である実質公債費比
率、将来負担比率については、公債費負担適正化計画
に基づく市債発行の抑制及び繰上償還の実施により、
昨年度に引き続き数値の改善が見られたところである
が、今後もさらに比率の低減に努め、財政の弾力化を
図っていく必要がある。
　「財政非常事態宣言」が解除された後も、引き続き
公債費の抑制や繰上償還の実施、経常経費の削減に努
力され、平成25年度末の基金残高が百億を超えるな
ど財政状況は改善されつつある。しかし、平成27年
度からの普通交付税の一本化算定による交付税の減額
（一部復元の見込み）、新庁舎建設や市立病院改築事業、
そして少子・高齢化などの社会環境変化等により市の
財政をとりまく課題は山積しており、今後も財政健全
化に向けて一層の努力を図られたい。
　一昨年度完成した道の駅「たたらば壱番地」は雲南
市の南の玄関口として、観光客の誘致や周辺地域の経
済活性化に大きな役割を果たしている。中国横断自動
車道尾道松江線の年度内の全線開通により、今後さら
に交流人口の拡大が見込まれ、国道 54号沿線の活性
化を含め、これらを生かした今後の雲南市の観光や商
工業などの産業振興、定住対策等に期待する。

監査委員の審査意見書から

市税
40億6,372万円
13.4％

県支出金
17億3,957万円

5.7％
国庫支出金

24億2,572万円
8.0％

市債
36億1,480万円
11.9％

諸収入
8億 4,944 万円　2.8％

分担金及び負担金
3億 9,810 万円
1.3％

寄付金、繰越金
4億 6,265 万円
1.6％

使用料及び手数料
3億 1,619 万円
1.0％

財産収入
9,636 万円
0.3％

繰入金
4,166 万円
0.1％

自主財源
62億2,812万円

　　　　  20.5％

依存財源
241億3,656万円　79.5%

地方交付税
156億1,506万円　51.4%

地方譲与税など
7億 4,141 万円　2.5％

一 般　 会 計

区分会計 歳入決算額 歳出決算額 歳 入 歳 出
差 引 残 額

国 民 健 康
保 険 事 業

（事業勘定）
45億9,311万円 45億1,788万円 7,523万円

国 民 健 康
保 険 事 業

（直営診療施設勘定）
1億3,572万円 1億3,440万円 132万円

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 10億4,037万円 10億3,245万円 792万円

農 業 労 働 災 害
共 済 事 業 501万円 497万円 4万円

簡 易 水 道 事 業 4億4,718万円 4億4,586万円 132万円

生 活 排 水
処 理 事 業 24億7,143万円 24億6,811万円 332万円

財 産 区 495万円 470万円 25万円

土 地 区 画
整 理 事 業 1億2,029万円 1億1,987万円 42万円

ダ ム 対 策 事 業 1億3,584万円 1億3,565万円 19万円

清 嵐 荘 事 業 4,343万円 4,336万円 7万円

　は一般会計と合わせて普通会計に含まれる特別会計。

▪ 特別会計
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一 般　 会 計普 通 会 計

公債費
60億1,564万円

20.0%

民生費
58億4,098万円

19.4%

総務費
44億192万円
14.7%

衛生費
39億632万円
13.0%

土木費
28億4,137万円

9.4%

農林水産業費
25億2,796万円

8.4%

教育費
22億7,726万円

7.6%

消防費　8億9,738万円
3.0%

商工費　6億3,806万円
2.1%

災害復旧費
4億1,322万円
1.4％

議会費、労働費、諸支出金
2億9,736万円　1.0%性質別決算額

平
成
25
年
度
に
実
施
し
た

主

な

事

業

新庁舎建設事業....................................................3億1,823万円
公共施設解体撤去事業.............................................. 3,110万円
雲南市・飯南町事務組合負担金（CATV事業）...............1億86万円
松笠交流センター整備事業.................................1億3,629万円
地域づくり活動等交付金事業.............................2億3,898万円
公共交通対策事業................................................2億4,225万円
介護保険事業（負担金）........................................... 7億177万円
特別養護老人ホーム補助金.................................1億6,944万円
子ども医療費助成事業........................................... 1億639万円
加茂子育て支援センター整備事業........................... 8,049万円
病院事業会計補助金......................................... 10億2,823万円

雲南市・飯南町事務組合負担金（清掃事業・火葬場事業）
　　　　　　　　　　　　　　.........................7億4,406万円
バイオマス関連整備事業........................................... 8,753万円
農業用河川工作物応急対策事業............................ 1億243万円
商工業振興補助金...................................................... 5,069万円
道路維持・新設改良事業......................................6億3,047万円
国道整備関連事業................................................... 2億166万円
小学校施設耐震化事業........................................1億3,284万円
菅谷たたら山内保存修理事業.............................1億5,120万円
災害復旧事業........................................................4億1,322万円
..........................................................................など

▪ 財政指標 下段（　）は平成 24年度
項　　目 数　　値 説　　　　　　　明

財 政 力 指 数 ０．２４７
（０．２４５）

財政基盤の強さを表す指標です。財政力指数が高いほど自主財源の割合が高く、財
政力が強いことになります。

経 常 収 支 比 率 ８４．１％
（８７．６％）

毎年経常的に支払わなければならない経費の状況から、財政運営の弾力性を測定す
る指標で、低いほど財政運営に弾力性があり、高いほど財政運営が硬直化している
状況を表しています。

地方債現在高比率 １８４．３％
（１９７．１％）

財政規模に対する地方債（長期に渡り返済する借金）の残高を表したもので、低い
ほど財政運営が安定しています。

健
全
化
判
断
比
率

実 質 赤 字 比 率 該当なし
（該当なし）

一般会計等（普通会計）を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
雲南市の場合は、12.51％以上で財政健全化団体に、20%以上で財政再生団体と
なります。

連結実質赤字比率 該当なし
（該当なし）

全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率です。雲南市の場合は、
17.51%以上で財政健全化団体に、30%以上で財政再生団体となります。

実質公債費比率 １４．６％
（１６．０％）

公債費の水準を測る指標です。一般会計等（普通会計）が負担する元利償還金及び
準元利償還金の標準財政規模に対する比率であり、従来から用いられてきた「起債
制限比率」を見直し、実態をより正確に把握するため、公営企業会計に対する繰出
金のうち元利償還金相当分などが要素に加えられています。この比率が 25％以上
になると財政健全化団体に、35％以上で財政再生団体となります。

将 来 負 担 比 率 　８３．４％
（１０７．１％）

地方債の残高をはじめ一般会計等（普通会計）が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模に対する比率です。350%以上で財政健全化団体となります。

資 金 不 足 比 率 該当なし
（該当なし）

公営企業会計の資金不足額の事業規模に対する比率です。比率は各公営企業会計毎
に算定することとされており、20%以上で経営健全化団体となり、財政健全化団
体と同じように、公営企業の経営の健全化を図る計画を策定しなければなりません。

積立金現在高（平成25年度末） 107億8,676万円
地方債現在高（平成25年度末） 364億3,666万円

302億1,785万円
総　額

　　　
義

　
務

　
的

　
経

　費

　　　
義

　
務

　
的

　
経

　費

　　　　　　
　

そ

　

 

の

　

 

他

　

 

の

　
 

経

　

 費

　

　　　　　　
　

そ

　

 

の

　

 

他

　

 

の

　
 

経

　

 費

　
人件費

44億979万円
14.6%

扶助費
29億6,661万円

9.8%

公債費
60億5,382万円

20.0%物件費
31億9,668万円

10.6%

補助費等
42億6,622万円

14.1%

その他
55億2,171万円

18.3%

普通建設事業費
33億8,980万円

11.2%

災害復旧事業費
4億1,322万円
1.4%

普通会計とは、一般会計と特別会計
のうち公営事業会計（上・下水道等
の公営企業会計及び国民健康保険事
業特別会計等）以外の会計を 1つ
の会計としてまとめたもの
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収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
等
）
及
び

支
出
（
維
持
管
理
費
等
）

　
平
成
25
年
度
３
月
末
現
在
の
水
道
使
用

戸
数
は
１
０
，１
３
９
戸
、
年
度
末
の
総

有
収
水
量
（
料
金
収
入
の
も
と
に
な
っ
た

給
水
量
）
は
２
９
７
万
６
，１
２
７
㎥
で

し
た
。

　
総
収
益
は
７
億
１
，２
６
９
万
円
、
総

費
用
は
７
億
３
，４
６
２
万
円
で
２
，

１
９
３
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
水
道
料
金
収
入
６
億
２
，１
４
６
万
円

を
総
有
収
水
量
で
割
っ
た
１
㎥
当
た
り
の

供
給
単
価
（
有
収
水
量
１
㎥
あ
た
り
の
給

水
収
益
）
は
２
０
８
円
82
銭
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
、
水
道
を
供
給
す
る
た
め
に
か

か
る
１
㎥
当
た
り
の
給
水
原
価
（
有
収
水

量
１
㎥
あ
た
り
の
費
用
）
は
２
４
６
円
35

銭
で
し
た
。
給
水
原
価
か
ら
供
給
単
価
を

差
し
引
く
と
37
円
53
銭
マ
イ
ナ
ス
と
な
り

原
価
を
割
っ
て
供
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
市
か
ら
の
営
業
補
助
に
よ
り
損
失

額
の
縮
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
工
事
等
）

　
平
成
25
年
度
の
資
本
的
支
出
総
額
は

８
億
３
，１
６
３
万
円
で
し
た
。
こ
の
う

ち
建
設
改
良
費
は
６
億
２
，５
０
９
万
円

で
、
主
な
事
業
と
し
て
は
海
潮
地
区
簡
易

水
道
施
設
整
備
事
業
、
下
熊
谷
第
２
水
源

地
整
備
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
企
業
債
償
還
金
は
２
億
６
５
４
万

円
で
し
た
。

  

工
業
用
水
道
事
業

収
益
的
収
入
（
料
金
収
入
等
）
及
び

支
出
（
維
持
管
理
費
等
）

　
平
成
25
年
度
３
月
末
現
在
の
工
業
用
水

道
利
用
者
は
島
根
三
洋
電
機
株
式
会
社

と
ホ
シ
ザ
キ
電
機
株
式
会
社
の
２
事
業

所
で
、
年
度
末
の
総
給
水
量
は
75
万
８
，

０
２
７
㎥
で
し
た
。

　
総
収
益
は
１
億
１
７
４
万
円
、
総
費
用

は
９
，２
２
０
万
円
で
、
９
５
４
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
（
建
設
改
良
工
事
等
）

　
平
成
25
年
度
の
資
本
的
支
出
総
額
は

５
，８
０
１
万
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち
建

設
改
良
費
は
２
，８
０
６
万
円
で
、
第
６

取
水
井
整
備
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

企
業
債
償
還
金
は
２
，９
９
５
万
円
で
し

た
。

平
成
25
年
度
決
算
報
告
（
公
営
企
業
会
計
）

　
雲
南
市
議
会
９
月
議
会
で
認
定
さ
れ
た
平
成
25
年
度
公
営
企
業

会
計
（
水
道
事
業
会
計
及
び
工
業
用
水
道
事
業
会
計
）
決
算
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

平成25年度雲南市水道事業会計損益計算書
（平成 25年 4月 1日から平成 26年 3月 31日まで）

（税抜き）
　営業収益 6億 3,662 万円
　営業外収益 7,607 万円
経常収益　① 7 億 1,269 万円
　営業費用 6億 2,549 万円
　営業外費用 1億 812万円
経常費用　② 7 億 3,361 万円
　特別損失　③ 101万円
当年度純利益　( ① - ② - ③ ) △ 2,193 万円
前年度繰越利益剰余金 5,523 万円
当年度未処分利益剰余金 3,330 万円

平成25年度雲南市水道事業会計貸借対照表
平成 26年 3月 31日

（税抜き）
　有形固定資産 121億 3,339 万円
　無形固定資産 586万円
　現金預金 12億 7,464 万円
　未収金 8,948 万円
　貯蔵品 749万円
資産合計 135 億 1,086 万円
　固定負債 9,250 万円
　未払金 1億 9,533 万円
　預り金 1,232 万円
　その他流動負債 60万円
負債合計 3 億 75 万円
　自己資本金 30億 221万円
　借入資本金 48億 5,597 万円
　資本剰余金 52億 7,922 万円
　利益剰余金 7,271 万円
資本合計 132 億 1,011 万円
負債・資本合計 135 億 1,086 万円

平成25年度雲南市工業用水道事業会計損益計算書
（平成 25年 4月 1日から平成 26年 3月 31日まで）

（税抜き）
　営業収益 6,203 万円
　営業外収益 3,971 万円
経常収益　① 1 億 174 万円
　営業費用 7,756 万円
　営業外費用 1,464 万円
経常費用　② 9,220 万円
当年度純利益　( ① - ② ) 954 万円
前年度繰越利益剰余金 1,911 万円
当年度未処分利益剰余金 2,865 万円
平成25年度雲南市工業用水道事業会計貸借対照表

平成 26年 3月 31日
（税抜き）

　有形固定資産 5億 9,247 万円
　現金預金 2億 2,777 万円
　未収金 2,449 万円
　貯蔵品 75万円
資産合計 8 億 4,548 万円
　固定負債 2,721 万円
　未払金 298万円
　預り金 124万円
負債合計 3,143 万円
　自己資本金 8,878 万円
　借入資本金 6億 3,445 万円
　資本剰余金 2,878 万円
　利益剰余金 6,204 万円
資本合計 8 億 1,405 万円
負債・資本合計 8 億 4,548 万円

水
道
局
総
務
課

☎
０
８
５
４

－

42

－

３
４
７
３

  

水
道
事
業

水
道
局
総
務
課

☎
０
８
５
４

－

42

－

３
４
７
３
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平
成
25
年
度
は
、
常
勤
医
師
体
制
に
お

い
て
前
年
度
当
初
と
同
数
の
18
名
体
制
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
内
科
医
師
が
２
名

と
不
足
す
る
中
で
し
た
が
、
外
科
医
師
に

よ
る
総
合
診
療
科
で
、
内
科
診
療
の
カ

バ
ー
が
図
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
病
床
利
用

率
は
89
・
９
％
（
一
般
病
床
89
・
４
％
、

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
90
・

４
％
、
介
護
療
養
病
床
91
・
４
％
）
と
、

高
い
病
床
利
用
率
に
よ
り
入
院
収
益
の
維

持
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
一
方
、
南
棟
設

備
の
減
価
償
却
終
了
に
よ
る
減
価
償
却
費

の
減
額
、
材
料
費
な
ど
の
費
用
の
削
減
に

も
努
め
、
経
常
収
支
で
は
前
年
度
に
対
し

６
，３
０
２
万
円
の
改
善
が
図
れ
、
７
，

０
７
１
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
特
別
利
益

と
特
別
損
失
の
差
額
△
１
２
３
万
円
に
よ

り
、
当
期
純
利
益
は
６
，９
４
８
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
内
部
留
保
資
金
は
、
単
年

度
で
１
億
７
，９
２
６
万
円
の
蓄
積
を
図

る
こ
と
が
で
き
、
繰
越
内
部
留
保
資
金
は

８
億
９
，６
４
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
資
本
的
支
出
総
額
は
７
億
１
，６
８
０

万
円
で
、
こ
の
う
ち
建
設
改
良
費
は

１
億
６
，８
６
４
万
円
で
、
病
院
建
設
基

本
設
計
業
務
委
託
料
な
ど
５
，５
０
２
万

円
、
白
内
障
手
術
装
置
、
一
般
撮
影
画

像
処
理
装
置
「
Ｄ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
」
な
ど

の
医
療
機
器
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
企
業
債
償
還
金
は
５
億
４
，

５
１
６
万
円
（
う
ち
繰
上
償
還
金
２
億
７
，

６
９
７
万
円
）
で
し
た
。

平成25年度雲南市病院事業会計損益計算書
（平成 25年 4月 1日から平成 26年 3月 31日まで）

（税抜き）

　医業収益 33億 1,491 万円
　医業外収益 4億 4,975 万円
　訪問看護収益 5,358 万円
　療養病床収益 2億 5,123 万円
総収益 (経常収益 ) 40 億 6,947 万円
　医業費用 35億 7,151 万円
　医業外費用 1億 9,088 万円
　訪問看護費用 5,215 万円
　療養病床費用 1億 8,422 万円
総費用 (経常費用 ) 39 億 9,876 万円
経常利益 7,071 万円
　特別利益 2,610 万円
　特別損失 2,733 万円
当年度純利益 6,948 万円
前年度繰越欠損金 303万円
当年度未処分利益剰余金 6,645 万円

平成25年度雲南市病院事業会計貸借対照表
平成26年３月 31日

（税抜き）

　有形固定資産 28億 6,453 万円
　投資 1,264 万円
　現金預金 5億 5,659 万円
　未収金 5億 7,856 万円
　貯蔵品他 1,890 万円
　繰延勘定 5,560 万円
資産合計 40億 8,682 万円
　未払金 1億 3,921 万円
　その他流動負債 2,249 万円
負債合計 １億 6,170 万円
　自己資本金 9億 1,710 万円
　借入資本金 25億 8,712 万円
　資本剰余金 3億 5,445 万円
　利益剰余金 　6,645 万円
資本合計 39億 2,512 万円
負債・資本合計 40億 8,682 万円

  

病
院
事
業

雲
南
市
立
病
院
　
総
務
課
財
政
係

☎
０
８
５
４

－

43

－

２
４
４
２

業  務  量

財務諸表

１．病床数　281床
　　（一般病床.203 床 ( うち感染症病床.４床 )、回復期リハビリ病床.30 床、介護療養病床.48 床）

２．延患者数、１日平均患者数、病床利用率

区　分
延患者数 ( 人 ) １日平均患者数 ( 人 ) 病床利用率 (％ )

前年度 本年度 増　減 前年度 本年度 増　減 前年度 本年度 増　減

入
　院

一般病床 65,755 66,263 508 180.2 181.5 1.3 88.7 89.4 0.7

回復リハ 10,154 9,901 △.253 27.8 27.1 △.0.7 92.7 90.4 △.2.3

介護療養 16,094 16,005 △.89 44.1 43.9 △.0.2 91.9 91.4 △.0.5

入院計 92,003 92,169 166 252.1 252.5 0.4 89.7 89.9 0.2

外　来 98,728 98,254 △.474 403.0 402.7 △.0.3 － － －
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熱響ＵＮＮＡＮ
～まちじゅうからクラシックがあふれだす !! ～

　地域のみなさんがクラシック音楽を気軽に楽しむことを
目的とした音楽祭「熱響UNNAN」が今年も行われました。
この事業は、株式会社キラキラ雲南が財団法人地域創造の
助成を受け実施したもので、市内 6町で行われた県内の演
奏家による「雲南あちこちコンサート」は、市民のみなさ
んの協力のもと、どの会場も盛り上がりました。
　最終日のプレミアムコンサート「仲

なか

道
みち

郁
いく

代
よ

ピアノリサイ仲道さんと子どもたちの共演の様子

タル」は、加茂文化ホールラメールで行われ、世界的ピアニストである仲道さんの美しくもダイナミッ
クな演奏は来場者を魅了していました。またフィナーレでは、一般公募により集まった地元の子ども
たちによる合奏団がモーツァルトのトルコ行進曲で共演し、会場中から温かい拍手が送られました。

４/13
 8/31

～9/21

　ＮＰＯ法人まちづくりコラボレーション島根（理事長　藤
ふじ

原
はら

　洋
ひろし

さん）が整備をすすめてきた鉄山師の優れた技術や鉄
の歴史を紹介する「鉄山師の町歴史館」（吉田町吉田）が完
成し、地元関係者など約30人が出席し完成式が行われました。
　藤井副市長はあいさつの中で「今後この歴史館がこの地域
の新たな宝物となり、また来訪者の学びの場として活用され、
情報発信拠点になることを期待します」と述べました。完成式であいさつをする藤井副市長

　式典終了後、松江市出身のミュージシャン浜
はま

田
だ

真
ま

理
り

子
こ

さんによる記念ライブコンサートが吉田町生涯
学習交流館で行われ、美しい歌声で会場を魅了しました。

鉄
てつ

山
ざん

師
し

の町歴史館オープン
４/13 9/13

第32回全農酪農経営体験発表会でW受賞‼
　全国の優れた酪農経営者が自身の酪農経営やに経営技術などを広
く関係者に発表する全農酪農経営体験発表会が、東京コクヨホール
で開催され、島根県を代表して農事組合法人日登牧場の定

さだ

本
もと

秀
ひで

敏
とし

場

記念写真（前列左：定本さん）

表彰式の様子

長が、「里山放牧を活用した低
コスト酪農を目指して」と題し
発表されました。
　日登牧場で行われている里山

 9/12

放牧や自給飼料生産によるコスト削減と、地域貢献型の酪農が
高く評価され、優秀賞並びに特別賞を受賞されました。
　各賞の受賞、おめでとうございます。
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講演する清原さん

人の世に熱と光を！
加茂町人権セミナー

　人権・同和教育推進協議会加茂支部主催による第１回人権
セミナーが加茂健康福祉センターかもてらすで行われました。
　“ 水平社宣言 ” 発祥の地である奈良県西

さい

光
こう

寺
じ

の住職・清
きよ

原
はら

隆
りゅう

宣
せん

さんが『人の世に熱と光を！』と題し講演され、「社会
の中の “ 人をはかる物差し ” が平等になれば、誰もがよりよ

４/13 9/18

く生きることができる」と、身近な出来事についての人の意
識などについてわかりやすくまた熱く語られ、当日参加され

た約 100 人の皆さんの中から、「わかりやすかった」「自分の物差しについて考える機会になった」な
どの感想が寄せられました。
　また、２回目のセミナー開催を平成 27 年１月頃に予定しています。ぜひご参加ください。

ドライバーにチラシを配布しアピールする様子

交通事故ゼロ！
交通安全テント村・街頭アピール

 9/19

　秋の全国交通安全運動期間にともない、雲南市交通安全
対策協議会加茂支部では、加茂文化ホールラメール周辺に
おいてテント村の設置と街頭アピールを行いました。テン
ト村では、島根県観光キャラクターしまねっこと島根県警
察シンボルマスコットみこぴーくんも一緒に交通安全啓発
チラシや反射材、トイレットペーパーをドライバーに手渡
し、街頭アピールではのぼり旗や横断幕などを持ち、国道
54 号線を通行する車両に交通安全を呼びかけました。
　秋の行楽シーズン、みなさん交通安全に気を付けてくださいね。

フリスビー教室の様子

　Unnan 多文化まちづくりカフェ（代表　芝
しば

由
ゆ

紀
き

子
こ

さん）が
主催したUnnan 多文化あそび塾が、加茂健康福祉センターか
もてらすで開催されました。市内の小学生やその保護者、国際
交流員をはじめとする雲南市在住の外国人など、７ヵ国総勢
40 人が参加し、スポーツ、食、読書を通じて交流しました。

～Ｕｎｎａｎ多文化あそび塾～
世界の文化にふれてみよう !!

４/13 9/23

　晴天の中、午前中に行われたフリスビー教室では、雲南市在
住のニコ・ブースさん（アメリカ出身）の指導のもと、参加者全員でフリスビーを楽しみました。午
後からは、中国出身の小

こ

林
ばやし

　麗
れい

さんによるワン
タンとごま団子などの料理教室を行い、みんな
で食べた後は、デンマークの子育てやフィリピ
ンのクイズ、英語での絵本よみがたりなど、い
ろいろな国の文化を交流しながら学ぶ１日と
なりました。詳しくはこちらをご覧ください。
→ https://www.facebook.com/unnantabunka

自己紹介の様子
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特選賞首席を受賞した「もんいと 515 号」

　市内から16頭の愛牛を出品していただき、大東畜産検査場で種牛共
進会を開催しました。審査の結果、次の６頭が特選賞に決まりました。
　　特選賞首席　三刀屋町　角

つの

折
おり

羊
よう

子
こ

さん　もんいと５１５号
　　特選賞二席　三刀屋町　佐

さ

藤
とう

定
さだ

夫
お

さん　ひらいと７号
　　特選賞三席　三刀屋町　角

つの

折
おり

羊
よう

子
こ

さん　もんじろう５４１号
　　特選賞四席　大東町　　渡

わたなべ

部　学
さとる

さん　ゆか号
　　特選賞五席　木次町　　山

やま

根
ね

　茂
しげる

さん　よしひさ号
　　特選賞六席　大東町　　森

もり

脇
わき

一
いち

郎
ろう

さん　なつこ号
　特選賞の６頭は、10 月 25 日に松江市宍道町の島根中央家畜市場で開催される島根県種畜共進会へ出
品されます。
　このほか、県種畜共進会に次の３頭が出品されます。
　　母系牛群　　三刀屋町　佐

さ

藤
とう

定
さだ

夫
お

さん　ひらいとかつ号
　　乳用種牛　　大東町　　田

た

中
なか

茂
しげ

幸
ゆき

さん　マダム　クレイタス　コムスター号
　　　 〃 　　　加茂町　　板

いた

井
い

雄
ゆう

士
し

さん　スター　ジユニパー　プリンセス号
　　　 〃 　　　加茂町　　板

いた

井
い

雄
ゆう

士
し

さん　コピア　オーマン　　クリスチナ号

雲南市種牛共進会が盛大に開催 !!
 9/25

チャレンジプランを実践する‼
第５回幸雲南塾 2014 開催

　第５回幸雲南塾～若者チャレンジ講座～を健康の森創作
研修棟で開催しました。
　今回のテーマは「チャレンジプランを実践する」。ゲス
ト講師に宮崎県日南市を中心に地域資源を活かした仕事づ
くりや観光情報の発信などを実践している、ＮＰＯ法人ま
ちづくりＧ

ギ フ ト

ＩＦＴ　代表理事　齋
さい

藤
とう

潤
じゅん

一
いち

さん、日南市役
所商工観光課マーケティング専門官　田

た

鹿
じか

倫
とも

基
き

さん、サン齋藤さんの話を真剣に聞く塾生たち

ワード・ラボ株式会社　代表取締役　長
なが

友
とも

まさ美
み

さんから官民一体のチームワークと地域資源を活用
した商品づくり、情報発信について語られました。塾生達は 11 月２日（日）の最終報告会に向けて、
本番形式で発表を行い、プランやプレゼンテーションに磨きをかけました。

４/13 9/27

しまねＵＩターンフェア大阪が
開催されました

雲南市ブースの様子

 9/27

　大阪市梅田スカイビルステラホールで、しまねＵＩターン
フェア大阪が行われました。
　今回は史上最大のフェアと銘打って県内 19 市町村が参加し
たほか、先輩ＵＩターン者 20 人によるプレゼンテーションと
相談会も行われ、かつてないスケールのフェアとなりました。
　雲南市からは先輩ＵＩターン者として菅

すが

谷
や

伸
しん

一
いち

郎
ろう

さん（大東
町在住）に参加していただき、雲南で暮らして感じたことを「子
育て」、「仕事」、「畑」をキーワードにまとめ、プレゼンテーションをしていただきました。
　来場者数は昨年度の 115 人を大幅に上回る 390 人で、移住の相談を受ける雲南市ブースへは 24 組 30
人が訪れ、担当者から雲南市への移住を勧めました。
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　雲南市商工会（会長　高
たか

橋
はし

日
ひ

出
で

男
お

さん）が、中心市街
地まちづくり事業推進室（商工会本所）を設置され、看
板設置式が行われました。
　この中心市街地まちづくり事業推進室は、市が策定す
る中心市街地活性化基本計画を、市と商工会が連携して
取り組むために設置され、今後、同計画の国の認定に向
け法定協議会を設置し検討を進めることとなります。看板を設置する高橋会長（左）、県商工会連合会

石飛会長（中）、速水市長（右）

市街地を整備し
さらなる商業の活性化へ

４/1310/2

第 89回大東陸上競技大会開催

　第 89 回大東陸上競技大会が、市と教育委員会、
雲南市体育協会（会長 田

た

中
なか

久
ひさ

隆
たか

さん）などの共
催により、大東ふれあい運動場陸上競技場で開催
されました。
　晴天にも恵まれ、県内外から約500人の選手が
出場し、中学女子走高跳では、大社中学校の今

いま

岡
おか

弥
み

夕
ゆ

さんが１m56㎝の大会新記録を樹立されしま
した。
　市内小・中学校からも多数の選手が出場し、今中学２、３年男子 3000 ｍ競技の様子

年の長崎国体に出場する大東中学校の井
いの

上
うえ

　舞
まい

さんが中学女子走幅跳で優勝されたほか、各競技で活躍
されました。
　来年度は、90 回の節目を迎えることから、記念大会として開催される予定です。

４/13 9/28

三刀屋小学校で
フルート鑑賞教室開催♪

　教育委員会が行っている雲南市学校自主企画事業
（学校「夢」プラン）の一環で、三刀屋町出身のフルー
ト奏者 浅

あさ

見
み

克
かつ

江
え

さんと木次町在住の菅
すが

原
わら

史
ふみ

子
こ

さんを

フルートを演奏する浅見さん

招いて、三刀屋小学校でフルート鑑賞教室が行われま
した。
　全校児童 278 人がこの教室に参加し、プロの演奏を
聴き、映画「アナと雪の女王」の L

レット

et i
イット

t  g
ゴー

o の演奏が
始まると児童たちも一緒に歌いながら、フルートの演

10/2

奏を楽しみました。
　子どもたちは、「なめらかでゆったりとしてきれいな音でした」、「毎朝歌っている歌をフルートとピ
アノで聴けるなんて、最高でした」などと感想を述べていました。
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　木次経済文化会館チェリヴァホールで平成 26 年度雲南市総合社
会福祉大会が開催され、地域自主組織や民生児童委員協議会など社
会福祉関係者 400 人が参加し、市民がいつまでも自分らしく暮らし
続けられるよう、地域福祉を高めていくことを誓い合いました。
　第一部の式典では、これまで雲南市発展の礎を築いてこられた
方々の長寿を祝い、本年度 100 歳を迎えられる 21 人に内閣総理大内閣総理大臣祝状を贈られる坂

さか

口
ぐち

キミエさん

臣からの祝状と記念品、101 歳を迎えられる 12 人に雲南市長長寿者表彰の祝詞と記念品が、速水市長
からそれぞれ贈られました。また、雲南市社会福祉協議会の山

やま

本
もと

重
しげ

明
あき

会長から多年にわたり社会福祉向
上に貢献された５団体、18 人の個人に表彰状、4 人の個人に感謝状が贈られました。
　第二部では、身体教育医学研究所うんなん主任研究員の北

きた

湯
ゆ

口
ぐち

純
じゅん

さんによる、「めざせ！健康長寿で
暮らせる地域づくり～これからの介護予防に必要なこと～」と題した講演が行われました。北湯口さん
から、「介護予防の基本は人と人の『つながり』にあり、それにプラスして、『からだを動かす』ことが
重要」と具体的な研究データなどを交えて、また実際に会場のみなさんとからだを動かしながら分かり
やすく教えていただきました。

いつまでも自分らしく
暮らし続けられるまちづくりを

４/1310/8

はたマーケットオープン♪

　地域自主組織波多コミュニティ協議会（掛合町波多地区）は、今年
３月に小売店の無店舗地区となった波多地区の高齢者などの「買い物
弱者」を救おうと、全日本食品株式会社（本社・東京都）と連携し、
波多交流センターの一室に「はたマーケット」をオープンし無店舗地
区を解消しました。

テープカットの様子　オープニングセレモニーでは、地元の皆さんや関係者などおよそ

10/8

80 人が集まり、テープカットで開店を祝ったあと、さっそく店内で買い物を楽しみました。
　今度、地元で生産された野菜や加工品も販売されるほか、これらの野菜などが全日食品株式会社の流
通ルートにつながる予定もあり、経済効果も期待されています。
　また、マーケットの隣りには喫茶室も完備され、地域の憩いの場がまた一つ誕生しました。

大東町山王寺棚田で秋風コンサート開催♪

　音楽がつなぐ人・街・心実行委員会が主催し、「クロマチッ
ク・アコーディオン奏者かとうかなこさんと旅する棚田秋風コ
ンサート」が大東町山王寺の棚田で行われました。
　子どもからお年寄りまでおよそ 200 人が市内外から訪れ、全
国で活躍中のかとうさんとフィドル（バイオリンの民族楽器）・
マンドーラ奏者の大

おお

森
もり

ヒデノリさんによる演奏が、秋の棚田に
響き渡っていました。演奏するかとうさんと大森さん

　会場では「大東おいしい市場」もひらかれ、地元の新鮮な野菜や新米の
おにぎり、豚汁、ぜんざい、サバーガーなどが販売され、 聴いて、観て、
味わって‥からだが喜ぶ秋のひとときを楽しんだ１日となりました。
　※12月20日、加茂文化ホールラメールでかとうかなこさんのワークショッ
　　プ、21 日はクリスマスコンサートも予定されています。ぜひご参加く
　　ださい。

４/1310/4

フィドルを弾く大森さん
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雲南市優良建設工事表彰

　雲南市が発注し平成 25 年度に施工された建設
工事のうち、優良建設工事に選ばれた９件の工事
（下記一覧）の施工業者の代表者と工事の主任技術
者等に対し、速水市長から表彰状が贈られました。
　この表彰は、施工技術の向上と工事の適切な施
工の確保を図る目的で、１件 500 万円以上の建設
工事の中から選定されるものです。昨年度の対象
建設工事は、96 件でした。優良建設工事表彰を受賞されたみなさん　

４/1310/9

工 事 種 別 工　　事　　名 施 工 業 者 名　
土　　木 起債道路整備事業　市道寺領阿用線道路改良工事 株式会社スヤマ産業
土　　木 平成 24年度（繰越）　市道出来山寺谷線道路改良工事（その２） 有限会社香川建設
土　　木 平成 24年災第 109号　三谷川河川災害復旧工事 株式会社横山建設
土　　木 平成 25年度　市道竜宮線落石対策工事 株式会社常松土建
土　　木 平成 25年度　起債道路整備事業　市道下熊谷３号線道路改良工事 株式会社都間土建
建　　築 海潮簡易水道施設整備事業　南村地区送配水管新設工事 有限会社山根建設
建　　築 松笠交流センター建設（建築主体）工事 梅木建設株式会社
建　　築 下布施ホースセラピー施設　交流施設建築工事 有限会社周藤土木
建　　築 三刀屋小学校屋外トイレ建設（建築主体）工事 株式会社都間土建

《平成25年度　優良建設工事一覧》

　
今
年
で
６
回
目
と
な
る
中
学
３
年
生
が
参
加
す
る
「
幸
雲

南
塾
in
さ
ん
べ
」
と
今
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
高
校
生
が
参
加

す
る
「
自
分
を
つ
く
る
楽
校
in
さ
ん
べ
」
が
９
月
20
日
、
21

日
の
２
日
間
、
三
瓶
山
で
市
内
の
中
学
３
年
生
１
０
０
人
、

高
校
生
20
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
指
導
い
た
だ
く

方
は
東
京
な
ど
県
外
か
ら
社
会
人
、
大
学
生
28
人
、
県
内
か

ら
も
大
学
生
18
人
を
中
心
に
70
人
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
51
人
の

計
１
２
１
人
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
年
齢
が
近
い
先
輩
と
の
意
見
交
換
を
通

し
て
、
未
だ
抱
い
て
い
な
か
っ
た
夢
や
目
標
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
、
あ
る
い
は
描
い
て
い
た
夢
へ
の
具
体
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
発
見
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
得
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
幸
雲
南
塾
の
目
的
は
積
極
的
な
体
験
を
通
し
て
、「
自
立

し
た
社
会
性
の
あ
る
大
人
へ
の
成
長
」
を
め
ざ
す
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　
様
々
な
体
験
は
、
時
に
は
自
分
に
自
ら
の
弱
さ
を
突
き
つ

け
苦
悩
を
も
た
ら
し
、
ま
た
時
に
は
歓
喜
、
友
情
、
絆
、
思

い
や
り
等
を
も
た
ら
し

て
く
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
更
に
は
、
世

に
役
立
つ
た
め
に
生
ま

れ
た
自
分
を
大
切
に
す

る
こ
と
、
競
争
社
会
に

あ
っ
て
人
に
負
け
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
自
分
に

は
負
け
て
は
な
ら
な
い

こ
と
、
年
代
に
応
じ
た

人
生
の
目
標
を
持
ち
、

良
い
友
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
に
も
気
付

か
せ
て
く
れ
ま
す
。

未
来
を
切
り
拓
く
若
者
た
ち
へ

市長コラム

塾長としてあいさつをする速水市長
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雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
９
月
27
日
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ

に
恵
ま
れ
て
、
病
院
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
こ
と
４
回

目
の
今
祭
は
、„
脈
々
と
続
く
支
え

あ
う
医
療
＂
を
テ
ー
マ
に
、
院
内

外
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
手
作
り
の

催
し
物
を
行
い
、
多
く
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
院
内
保
育
所
„
ほ
た
る
キ
ッ

ズ
＂
の
子
ど
も
た
ち
が
登
場
し
、

元
気
な
お
遊
戯
を
披
露
し
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
続
く
、
講
演
で
は
、
荒
神
谷
博

物
館
　
藤ふ

じ
お
か岡
大だ

い
せ
つ拙
館
長
が
『
出
雲

神
話
と
医
療
』
と
題
し
て
、
記き

紀き

神し
ん

話わ

や
出い

ず
も
の雲
国く

に

風ふ

土ど

記き

に
出
て
く

る
薬
草
、
温
泉
な
ど
の
話
か
ら
始

ま
り
、
神
代
の
昔
か
ら
人
々
が
い

か
に
健
康
を
願
い
、
子
孫
に
伝
え

よ
う
と
し
て
い
た
か
を
分
か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
出
雲
地

方
で
は
、
健
康
や
医
療
の
知
識
が

説
話
と
し
て
、
伝
承
と
し
て
、
あ

る
い
は
す
で
に
一
般
常
識
と
な
っ

て
、
ま
さ
し
く
脈
々
と
私
た
ち
に

引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、
メ
イ
ン
会
場

で
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。„
雲

南
チ
ェ
リ
ー
ズ
＂
の
息
の
合
っ
た

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
。„
お
し
ゃ
べ
り

エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー
ゆ
う
き
＂
の

腹
話
術
と
手
品
で
は
、
子
ど
も
も

大
人
も
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
院
内
音
楽
サ
ー
ク
ル
„
サ
ウ

ス
・
ク
ラ
ウ
ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
＂

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
続
き
、
最
後
は

恒
例
の
安
来
節
シ
ョ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
も
ナ
ー
ス
チ
ー
ム
に

よ
る
銭
太
鼓
、
ド
ク
タ
ー
チ
ー
ム

に
よ
る
ど
じ
ょ
う
す
く
い
踊
り
で
、

会
場
は
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。

　
催
し
物
会
場
で
は
、
職
員
が
自

分
た
ち
の
仕
事
を
生
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
医
師

に
よ
る
縫
合
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
看

護
師
に
よ
る
白
衣
試
着
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
真
剣

な
姿
や
嬉
し
そ
う
な
顔
が
見
ら
れ
、

職
員
に
と
っ
て
も
心
和
む
ひ
と
時

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
超
音

波
検
査
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
栄
養
相

談
コ
ー
ナ
ー
、
お
薬
相
談
コ
ー

ナ
ー
、
脳
年
齢
測
定
な
ど
た
く
さ

ん
の
体
験
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
役

立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
院
内
の

委
員
会
・
チ
ー
ム
に
よ
る
活
動
紹

介
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

紹
介
や
雲
南
市
内
サ
ー
ク
ル
の
作

品
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
今
年

は
雲
南
市
内
地
域
自
主
組
織
の
活

動
紹
介
ブ
ー
ス
も
設
け
、
地
域
の

た
め
に
奮
闘
し
て
お
ら
れ
る
自
主

組
織
の
活
動
も
紹
介
し
ま
し
た
。

屋
外
展
示
会
場
で
は
、
救
急
車

の
展
示
と
Ｄデ

ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
急
性

期
に
活
動
で
き
る
機
動
性
を
持
っ

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
医
療

チ
ー
ム
）
の
活
動
紹
介
を
行
い
、

救
急
車
は
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

で
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
初
の
試
み
と
し
て
、

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
院
内
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
行
い
ま
し
た
。
す
べ
て
の
ス
タ

ン
プ
が
揃
う
と
記
念
品
が
も
ら
え

る
と
い
う
こ
と
で
、
親
子
で
頑
張

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
病
院
祭
は
地
域
の
皆
さ
ん
と
ふ

れ
あ
い
、
病
院
を
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
う
た
め
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
病
院
祭
で
も
、
ご
来

場
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
、
病
院
と

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
よ
り
深

ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
地
域

に
親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
、
愛
さ

れ
る
病
院
」
と
し
て
„
支
え
あ
う

医
療
を
脈
々
と
続
け
て
い
く
＂
た

め
、
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第 4回病院祭を
開催しました！

“ おしゃべりエンター
ティナーゆうき ”の腹
話術�

▲

▲ “ 雲南チェリーズ ”のハーモニカ演奏

▲藤岡大拙館長による講演

▲ “サウスクラウドアンサンブル ”のコンサート
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10
月
７
日
に
出
雲
空
港
で
夜
間

の
航
空
機
事
故
を
想
定
し
た
訓
練

が
行
わ
れ
、
当
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

チ
ー
ム
も
参
加
し
ま
し
た
。消
防・

警
察
・
医
療
機
関
な
ど
の
関
係
39

機
関
約
２
２
０
人
が
参
加
し
、
航

空
機
が
着
陸
に
失
敗
、
停
止
後
に

火
災
が
発
生
し
多
数
の
傷
病
者
が

発
生
し
た
想
定
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
雲
南
市
立
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー

ム
は
、
要
請
を
受
け
現
場
に
到
着

し
、
現
場
指
揮
所
で
指
示
を
受
け

た
後
に
救
護
活
動
を
開
始
。
重
症

度
の
高
い
人
が
収
容
さ
れ
る
救
護

所
の
治
療
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
救
護
所
に
運

び
こ
ま
れ
て
く
る
傷
病
者
の
安
定

化
処
置
、
病
院
へ
の
搬
送
順
位
の

決
定
、
傷
病
者
の
情
報
収
集
等
、

他
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
連
携
を
と
り

な
が
ら
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
実

働
の
訓
練
時
間
は
１
時
間
で
し
た

が
、
航
空
機
事
故
と
い
う
惨
事
を

想
定
し
、
張
り
つ
め
た
空
気
の
中

で
の
訓
練
で
し
た
。

　
昨
年
は
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
結
成
し
て

間
も
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ

の
訓
練
を
見
学
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
、
実
働
部
隊
と
し
て
参

加
し
、
課
題
の
多
さ
と
訓
練
の
必

要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
こ
う
し
た
多
数
傷

病
者
（
約
10
人
以
上
）
が
発
生
し

た
事
故
等
に
県
ま
た
は
消
防
署
か

ら
の
要
請
で
出
動
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
万
が
一
事
故
等

が
発
生
し
た
際
に
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
今
後
も
訓
練
等
に

積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
訓
練
で
得
た
課
題
を

チ
ー
ム
の
中
で
も
共
有
し
、
今
後

の
活
動
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
…
…
…

災
害
急
性
期
に
活

動
で
き
る
機
動
性

を
持
っ
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
受
け
た

医
療
チ
ー
ム

展示コーナー

▲

出
雲
空
港
航
空
機
事
故

　
　
　消
火
救
難
訓
練
に
参
加
し
て

雲
南
市
立
病
院
Ｄデ
ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム

▲どじょうすくい踊り

▲縫合体験コーナー

▲一次救命処置体験コーナー

催し物会場

▲銭太鼓

安来節ショー

▲救難訓練の様子 ▲訓練に当たる雲南市立病院ＤＭＡＴチーム

報告
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１１月 ・ １２月の開催日 ：

　１１月１４日 （金） ・ ２８日 （金）

　１２月１２日 （金） ・ ２６日 （金）

問い合わせは…雲南市立病院　保健推進課　電話 0854-43-3602

展示コー
ナーのご紹介

　９月21日に、県内外の医療従事者・学生に雲南市、雲南市立病院の
魅力を体感してもらう「うんなん医療見学ツアー」の一環として、当院
で“みんくるカフェうんなん”を開催しました。
　東京大学医学教育国際研究センターの孫

そん

大
だいすけ

輔講師を中心に「健康を核
とする地域づくり」をテーマにグループで話し合い、地域での健康づく
りに必要なこと、健康を守るために自分たちにできることは何かなど、
参加者の皆さんが活発に意見を出し合いました。このカフェでの出会い
や出てきた意見を、雲南での健康づくり・地域づくりに役立てていきた
いと考えています。

●うんなん医療見学ツアー…地域医療に関心のある医療従事者、医療従事希望者、医療
系学生等を対象に、地域住民や雲南市立病院との交流を通じて、雲南市の豊かな暮ら
し、地域医療への取り組みを体感してもらうツアー。今回が３回目のツアーとなり、
過去の参加者のうち３人が雲南市の保健・医療・福祉分野に従事している。

●みんくるカフェ…健康・医療をめぐる様々なテーマについて、市民と医療者がともに
学び対話する場。どのような立場の人でも気軽に楽しく会話できる「みんながくる場
所」が「みんくるカフェ」の由来。ここでの対話をもとに実践へとつなげていく。

大東明寿会陶芸クラブ

▲孫�大輔講師によるゲストトーク

▲ワールドカフェの様子

「みんくるカフェうんなん」開催 !!

布 袋
内
うち

田
だ

　秋
あき

隆
たか

大 皿
内
うち

田
だ

　秋
あき

隆
たか

花 瓶
飛
とび

田
た

　禮
れい

介
すけ

茶器セット
 簾
すだれ

　　順
じゅん

 

中 皿
 簾
すだれ

　　順
じゅん

 
大 皿
 簾
すだれ

　　順
じゅん

 
茶 碗
熱
あつ

田
た

　修
しゅう

二
じ

花 瓶
多
た

久
く

和
わ

フミコ
藁 葺 家
白
しら

根
ね

 源
げん

太
た

良
ろう
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映
えいしん

心ちゃん（三刀屋町坂本）
平成 25年 11月２日生まれ
ごはんをたくさん食べて力もりも
り  大きくなったらパパと一緒に
キャッチボールしようね

小
林
慎
一
さ
ん
・
亜
紀
さ
ん
の
お
子
さ
ん

心
こ あ

有ちゃん（木次町下熊谷）
平成 25年 11月 16日生まれ
心有君、誕生日おめでとう
産まれてきてくれてありがとう。
これからも元気に育ってネ

森
原
孝
宏
さ
ん
・
め
ぐ
み
さ
ん
の
お
子
さ
ん

俊
しゅんすけ

輔ちゃん（木次町木次）
平成 25年 11月１日生まれ
俊輔 1 歳おめでとう
いっぱい笑って、泣いて元気にたく
ましく大きくなあれ  大好きよ

谷
岡
直
幸
さ
ん
・
望
さ
ん
の
お
子
さ
ん

結
ゆ あ な

愛奈ちゃん（三刀屋町三刀屋）
平成 25年 11月 16日生まれ
産まれてきてくれてありがとう
笑顔で皆を幸せにしてね
ゆあたん大好き

杉
原
　豊
さ
ん
・
真
奈
さ
ん
の
お
子
さ
ん

那
ななお

尚ちゃん（木次町下熊谷）
平成 25年 11月 30日生まれ

「笑顔いっぱい」ななおちゃんお誕
生日おめでとう  モリモリ食べて
すくすく元気に育ってネ

杉
原
昭
見
さ
ん
・
智
恵
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

一
いった

太ちゃん（三刀屋町下熊谷）
平成 25年 11月 10日生まれ
一太１歳おめでとう  とっても笑顔
のステキな一太。たくさん笑って、た
くさん食べて元気に大きくなってね

若
槻
裕
司
さ
ん
・
沙
織
さ
ん
の
お
子
さ
ん

穂
ほ の か

乃佳ちゃん（大東町飯田）
平成 25年 11月 17日生まれ
お誕生日おめでとう
いっぱいあそんでモリモリ食べて元
気に大きくなってね

両
見
雄
二
さ
ん
・
亜
希
さ
ん
の
お
子
さ
ん

悠
ゆうま

真ちゃん（三刀屋町坂本）
平成 25年 11月 21日生まれ
悠真くん誕生日おめでとう
お兄ちゃんと仲良くね (^^)
たくさん食べて大きくなぁれ

山
野
内
　克
さ
ん
・
裕
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

麻
あさみ

未ちゃん（大東町下佐世）
平成 25年 11月 22日生まれ
お誕生日おめでとう  いつもにこに
このあさみちゃん  お兄ちゃんに鍛
えられてたくましく育ってね

小
田
健
一
さ
ん
・
由
起
さ
ん
の
お
子
さ
ん

12月で満１歳（平成25年12月生まれ）のお子さんを募集！
写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふ
りがな）、④住所、⑤電話番号、⑥コメント（40字程度）を添え、郵便または
E-Mailで11月７日(金)までに情報政策課へお送りください。
　【問】情報政策課☎0854-40-1015　

　※市ホームページにも市報うんなんを掲載します。　
　※お送りいただく個人情報は「わが家のホープ」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当
課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　　〒 699-1392　雲南市木次町木次 1013-1
　　雲南市役所情報政策課「わが家のホープ」係
E-Mail を送られる場合のあて先
　　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　　（タイトルは「わが家のホープ」としてください。）

わが家のわが家のわが家の
おめでとうおめでとう

11月で満１歳満１歳満１歳

伸
しんすけ

輔ちゃん（木次町木次）
平成 25年 11月 30日生まれ
しんちゃん誕生日おめでとう
お姉ちゃんたちと仲良く元気に大き
くなってね

小
林
啓
吾
さ
ん
・
麗
さ
ん
の
お
子
さ
ん
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田
部
家
が
た
た
ら
操
業
で
使
う
た
た
ら
炭
は
す
べ
て
田
部

家
の
鉄
山
で
賄ま
か
なう
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
炭
の
良
し
あ
し
は

鉄
の
質
や
量
目
に
影
響
す
る
た
め
、
出
荷
し
た
炭
の
中
に
、

万
一
不
良
な
炭
が
混
じ
っ
て
い
れ
ば
罰
則
が
あ
っ
た
ほ
ど
で

炭
焼
き
に
従
事
す
る
山や
ま

子こ

に
は
上
質
の
炭
を
生
産
す
る
よ
う

厳
し
い
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
炭
焼
き
作
業
は
煙
な
ど
で
炭

窯
の
中
の
状
況
を
「
勘
」
で
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一

人
前
に
な
る
に
は
十
年
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　水痘（水ぼうそう）は水痘帯状疱
ほう

疹
しん

ウイルスの感染によりおこる感染症
で、かゆみのある発疹（水泡）が主症状です。一部が重症化し、近年全国
で20人程度が死亡していると推定されます。ワクチン接種により子どもた
ちを水痘から守りましょう。対象の方には個別に通知を行っています。

　肺炎球菌は肺炎の原因の４分の１を占めます。また、肺炎だけでなく、
慢性気道感染症、中耳炎、副鼻腔炎、髄膜炎等重い合併症を引き起こすこ
とがあります。ワクチン接種による予防が必要です。接種対象者及び接種
方法、接種にかかる費用は次の通りです。

●接種対象者：雲南市内に住民登録があり、次のいず
れかの要件を満たしている方

（１）平成26年度　節目年齢該当者
　　　　※平成27年度以降は生年月日が各１年ずれます。

（２）60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼
吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に
制限される程度の障がいやヒト免疫不全ウイ
ルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど
不可能な程度の障がいがある方

●接 種 回 数：１回(現時点では公費接種は１人１回限り)
●接 種 方 法：雲南市と契約している医療機関で接種
●自己負担金：３，０００円
� (生活保護を受けている方は無料で接種ができます)
●持参するもの：健康保険証、自己負担金

※成人用肺炎球菌ワクチン予防接種予診票は医療機関にあ
ります。
※今年度の接種期間は平成26年10月１日から平成27年３
月31日です。期間が限られていますのでご注意ください。

　水痘予防接種、高齢者肺炎球菌予防接種につい
て、詳しくは雲南市ホームページにも掲載してし
ます。

【高齢者肺炎球菌予防接種】
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１０月１日から新しい定期予防接種

　　　　　【水痘 ・高齢者肺炎球菌】 が始まりました！

菅谷たたら歴史物語

第六弾「たたら操業と木炭」

▲炭焼きや菅谷たたら山内の生活用具が展示してある山内生活伝承館の内部

対 象 者 生　年　月　日

65歳 昭和24年４月２日生～
　　　　　昭和25年４月１日生

70歳 昭和19年４月２日生～
　　　　　昭和20年４月１日生

75歳 昭和14年４月２日生～
　　　　　昭和15年４月１日生

80歳 昭和９年４月２日生～
　　　　　昭和10年４月１日生

85歳 昭和４年４月２日生～
　　　　　昭和５年４月１日生

90歳 大正13年４月２日生～
　　　　　大正14年４月１日生

95歳 大正８年４月２日生～
　　　　　大正９年４月１日生

100歳 大正３年４月２日生～
　　　　　大正４年４月１日生

100歳以上 大正３年４月１日以前生
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このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！
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　睡
眠
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
、
心
身
の
疲
労
を
回
復
さ
せ
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
睡
眠

時
間
が
不
足
し
た
り
質
が
悪
く
な
っ
た
り

す
る
と
、
健
康
上
の
問
題
や
生
活
へ
の
支

障
、
さ
ら
に
は
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　十
分
な
睡
眠
に
は
、量（
時
間
）と
質（
眠

り
の
深
さ
、寝
付
き
や
目
覚
め
の
良
さ
等
）

が
重
要
で
す
。
睡
眠
時
間
は
個
々
の
生
活

ス
タ
イ
ル
や
年
齢
な
ど
様
々
な
こ
と
に
左

右
さ
れ
る
の
で
、
増
や
す
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
睡

眠
の
質
は
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
改
善
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
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　睡
眠
の
質
を
上
げ
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。
秋
の
夜
長
に
、
読
書
で
頭
を

落
ち
着
か
せ
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
し
、

少
し
温
め
の
お
湯
に
ゆ
っ
く
り
と
浸
か
る

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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　ま
た
、
適
度
な
運
動
も
睡
眠
の
質
を
高

め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
適
度
な
運
動
を

習
慣
づ
け
る
と
、
眠
り
や
す
く
な
り
、
夜

中
に
目
覚
め
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
す
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　た
だ
、
眠
る
前
の
運
動
で
気
持
ち
の
興

奮
が
続
き
、
か
え
っ
て
寝
付
け
な
く
な
る

こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
ま

ず
は
10
分
程
度
の
散
歩
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
そ
れ
と
、
布
団
に
入
っ
て
か
ら
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ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
も
効
果
的
で
す（
写
真
）。

　ご
自
身
に
あ
っ
た
方
法
で
無
理
な
く
体

を
動
か
し
、
ぐ
っ
す
り
眠
っ
て
、
ス
ッ
キ

リ
と
目
覚
め
の
良
い
朝
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
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睡
眠
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

適
度
な
運
動
で
良
い
睡
眠
を
！

　アメリカでは11月に感謝
祭（T

サ ン ク ス
hanksg

ギ ビ ン グ
iving）が行わ

れます。日本でも同じように
10～11月に収穫祭が行われていますが、これらの
祭は、当然違う文化から誕生したものです。今回は
アメリカの感謝祭と日本の収穫祭についてお話しま
す。
　日本の収穫祭は、神様に感謝するために各地で
様々なやり方で行われていて、すべてに共通する歴
史があるわけではありません。現在では、神社の祭
として行われることが多いようです。一方、アメリ
カで行われる感謝祭は、昔とは中身が異なっていま
すが、ひとつの歴史から由来するといわれています。
　残っている歴史文書が少なく定説ではありません
が、アメリカの感謝祭は1621年に入植者と先住ア

メリカ人の間で行われた宴会から由来するという説
があります。その文書によると入植者が先住アメリ
カ人に新しい農産物の育て方を教わった結果、豊富
に収穫できたことを祝って大きな宴会をひらいたそ
うです。それから毎年同じように入植者が収穫祭を
行ったといわれています。
　日本の収穫祭は、必ずしも宴会が行われるわけで
はありませんが、アメリカでは必ず宴会があります。
昔は村全体で感謝祭の宴会を行っていましたが、今
では各家庭で祝っています。毎年11月の第４木曜
日にたくさんのご馳走を準備して家族で祝うことに
なっています。ぜひ機会があればアメリカの感謝祭
を体験してみてください。

▲アメリカの感謝祭の料理

うん、なんでし
ょう国際交流員（CIR）の迷言コーナーHello�Everyone

こんにちは、ダニエルです。

ひざを抱え胸の中央に向って引き寄
せると、お尻の外側の筋肉が伸びま
す。片脚15秒間ずつ無理のない範囲で
行ってみましょう。



第三セクター等の業務内容と
経営状況を報告

　平成25年度末現在、市が出資または出
しゅつ
捐
えん
する法人（第三セクター・財団法人・土地開発公社）は５

つあります。このうち、地方自治法第243条の３第２項の規定により市議会に報告した、土地開発公社
及び市の出資割合が50％以上の第三セクター及び財団法人について、平成25年度の経営状況をお知ら
せします。併せて、市の出資割合が50％以下の第三セクターである株式会社吉田ふるさと村の概要を
お知らせします。
　雲南市では、決算資料等に基づく、定期的な点検評価を行いながら、より一層効果的かつ効率的な法
人運営となるよう努めてまいります。

株式会社キラキラ雲南
設立年月日 平成６年４月１日 資本金額

（市の出資割合）
3，000 万円
（80.0％）

主な業務内容

◇文化・スポーツ事業の企画運営 
◇「ラメール」、「チェリヴァホール」、｢古代鉄歌謡
　館｣、｢アスパル｣、｢加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター｣、
　｢加茂中央公園｣、｢大東公園｣ の施設管理運営 
◇市立図書館運営業務

総 収 入 2 億 2,678 万円　※指定管理料 1 億 3,357 万円を含む

当期純利益 294万円 利益剰余金 325万円 純 資 産 3,325万円

公益財団法人鉄の歴史村地域振興事業団
設立年月日 昭和63年11月16日 資本金額

（市の出資割合）
5，000 万円
（60.0％）

主な業務内容

◇たたら製鉄に関する文化事業の企画運営 
◇｢菅谷たたら山内及び山内生活伝承館｣、
　｢鉄の歴史博物館｣、｢鉄の未来科学館｣、
　「地域特産品処理加工施設」の施設管理運営

総 収 入 3,677 万円　※指定管理料 2,156 万円を含む

一般正味財産 
増 減 額 △506万円 一般正味財産 

期 末 残 高 2,981万円 正 味 財 産 
期 末 残 高 7,981万円

株式会社吉田ふるさと村
設立年月日 昭和60年４月１日 資本金額

（市の出資割合）
6，000 万円
（25.0％）

主な業務内容

◇農林産物加工食品の製造販売 
◇管工事、下水道施設工事 
◇雲南市民バス ｢広域路線バス｣ ｢吉田地域バス
　（予約型バス含む）｣ の運行管理業務 
◇国民宿舎 ｢清嵐荘｣ の施設管理運営 
◇第三種旅行業 
◇「～ Unnan Otama Cafe ～おたまはん」の経営 
◇道の駅「たたらば壱番地」の管理運営業務、
　軽食提供

木次都市開発株式会社
設立年月日 平成２年４月２日 資本金額

（市の出資割合）
1，300 万円
（86.2％）

主な業務内容

◇特産品販売 
◇レストラン経営 
◇「おろち湯ったり館」 、｢サンワーク木次｣、
　｢木次健康の森｣ の施設管理運営

総 収 入 1 億 2,170 万円　※指定管理料 3,125 万円を含む

当期純利益 120万円 利益剰余金 497万円 純 資 産 1,797万円

雲南市土地開発公社
設立年月日 昭和50年５月29日 資本金額

（市の出資割合）
500 万円

（100.0％）

主な業務内容

◇公共用地、公用地等の取得、管理・処分等

総 収 入 2 億 3,925 万円

当期純利益 625万円 累積準備金 5億8,838万円 純 資 産 5億9,338万円

※経営状況については、雲南市からの出資割合が50％
　以上の第三セクター及び財団法人のみ掲載しており
　ます。

【問】　政策推進課　☎ 0854-40-1011
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雲南市の給与・定員管理等について［概要版］
●人件費の状況（平成25年度普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
( 平成25年度末 ) 歳出額　(A) 実質収支 人件費　(B) 人件費率 (B/A)

25 年度 41,333 人 302億 1,785 万円 2億 7,995 万円 44億 979万円 14.6％

●職員の給与の状況（平成26年度普通会計予算）

区　分 職員数
(A)

給　　　与　　　費 1 人当たり
給与費 (B/A)給料 職員手当 期末勤勉手当 計 (B)

26 年度 473 人 18億 1,546 万円 3億 2,148 万円 6億 6,289 万円 27億 9,983 万円 591万円
（注）　「職員手当」とは、扶養手当、通勤手当、時間外手当、管理職手当などの諸手当で退職手当は含まない。

●職員の平均給料月額及び平均年齢（平成26年４月１日現在） ●職員の初任給の状況（平成 26 年４月１日現在）
職　種 平均給料月額 平均年齢 区　分 雲南市 国

一般行政職 （326,427 円）
333,435 円 42.6 歳 一般行政職

大学卒 172,200 円 172,200 円

高校卒 140,100 円 140,100 円
（注）１ 平成 26 年度地方公務員給与実態調査に基づくものである。
　　  ２（　）内は「給与の特例に関する条例」により 1.0 ～ 2.5％減額支給後の額です。

●職員手当の状況
①期末勤勉手当（平成26年４月１日現在）

区　分 雲南市 国
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.2 月 0.675 月 1.225 月 0.675 月
12月期 1.35 月 0.675 月 1.375 月 0.675 月

計 2.55 月 1.35 月 2.6 月 1.35 月
職制上の段階など
による加算措置 役職加算　5～ 15％ 役職加算　　5～ 20％

管理職加算 10～ 25％

●特別職等の報酬等の状況（平成 26 年 4 月 1 日現在）
区　分 給料月額等 区　分 期末手当支給割合

給料

市　長 (801,000円）
890,000 円

期末
手当

市　長

６月期　1.4 月分
12月期　1.6 月分
　　　計　３月分

副市長 (670,530円 )
721,000 円 副市長

教育長 (607,050円 )
639,000 円 教育長

報酬
議　長 413,000 円 議　長
副議長 354,000 円 副議長
議　員 328,000 円 議　員

（注）（　　）内は条例により市長、副市長、教育長それぞれ 10％、７％、
　　５％減額後の額である。

●職員数の状況 ( 各年４月１日現在 )

区　分 一般行政
部　　門

教育行政
部　　門

公営企業等
会計部門

( 市立病院除く )
合　計

26 年度 406 人 68人 42人 516人
25 年度 417 人 70人 42人 529人
増　 減 ▲ 11人 ▲ 2人 0人 ▲ 13人

（注）１ 雲南市の条例による定員は 654 人です。
　　  ２ 職員数については、平成 26 年度地方公共団体定員管理調査
           に基づく職員数である。

③扶養手当（平成26年４月１日現在）
区　　　分 雲南市 国

配偶者 13,000 円 13,000 円
子等のうち 2 人目まで (1 人につき ) 6,500 円 6,500 円

扶養親族でない配偶者があ
る職員 ( そのうち 1 人 ) 6,500 円 6,500 円
配偶者のない職員
( そのうち 1 人 ) 11,000 円 11,000 円

子等のうち 3 人目以降 (1 人につき ) 6,500 円 6,500 円
満 16 歳の年度始めから満 22 歳の年度末
までの子に対する加算額 (1 人につき ) 5,000 円 5,000 円

④住居手当（平成26年４月１日現在）

貸家居住者 月額 12,000 円を超える家賃を支払っている者に
対して 27,000 円を限度に支給。

⑤通勤手当（平成 26 年 4 月 1 日現在）
交通機関
利 用 者

交通機関等を利用して通勤する職員に対して運賃
等相当額が 55,000 円を限度に支給。

交通用具
利 用 者

自動車等を利用して2km以上通勤する職員に対し
て、通勤距離区分により26,500円を限度に支給。

⑥地域手当（平成26年４月１日現在）
東京都特別区　18％
大阪市　　　　15％
広島市　　　　10％

②退職手当（平成26年４月１日現在）

区　分 雲南市 国
自己都合 定年 ･ 勧奨 自己都合 定年 ･ 勧奨

勤続 20 年 21.62 月 27.025 月 21.62 月 27.025 月
勤続 25 年 30.82 月 36.57 月 30.82 月 36.57 月
勤続 35 年 43.70 月 52.44 月 43.70 月 52.44 月
最高限度額 52.44 月 52.44 月 52.44 月 52.44 月
平均支給額 314 万円 2,520 万円

（注）「平均支給額」は、前年度に退職した職員に支給された退職
　　 手当の１人当たりの平均額である。

☆平成26年１月１日から基本給を 1.0 ～ 2.5％減額支給しています。

この［概要版］は、給与・定員管理等について公開する情報の一部を抜粋したものです。
このほかの情報については、雲南市のホームページ（http://www.city.unnan.shimane.jp）に掲載しています。

問い合わせ先：雲南市役所総務部人事課人事給与グループ (☎ 0854-40-1021)
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information

特
殊
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
の
学
習
会

　
市
民
環
境
生
活
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
３
３

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
医
療
費
還

付
金
詐
欺
や
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

の
被
害
が
県
内
で
増
加
し
て
い
ま

す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
学
習
会
を
、
雲
南
市
消

費
者
問
題
研
究
協
議
会
と
合
同
で

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　
11
月
19
日
（
水
）

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
30
分
　
　

【
会
場
】

　
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
３
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
議
室

【
内
容
】
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

　
警
察
署
及
び
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
よ
り
、
市
内
の
現
状
、
特
殊

詐
欺
な
ど
の
手
口
、
そ
し
て
対
策

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

※
参
加
費
、
事
前
予
約
は
不
要

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

information

　
市
民
環
境
生
活
課

　☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
日
本
年
金
機
構
松
江
年
金
事
務

所
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
を

図
る
た
め
、
島
根
県
社
会
保
険
労

務
士
会
の
協
力
に
よ
り
、
ね
ん
き

ん
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
に
は
、
ね
ん
き
ん
定
期
便

等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
で
す
。

【
相
談
日
】
11
月
26
日
（
水
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

【
場
所
】
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
ね
ん
き
ん
相
談
会

　
深ふ

か

田だ

治は
る
ひ
こ彦

さ
ん
（
岡
山
県
岡
山
市
）

高さ×1.5 

30°以上 
高さが２ｍを
超えるもの 

禁止 
高さ×1.5

12月1日(月)12月1日(月)

・国民健康保険料（第５期）
・後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　（第５期）

11月の税金

納期限は

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広　告　枠
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あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
雲
南
市
及
び
市
関
係
施
設
に
次

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
三
刀
屋
中
学
校

　
寄
附
金

　
第
26
期
卒
業
生
一
同

　
第
36
期
卒
業
生
一
同

◎
ふ
る
さ
と
納
税

　
飯い

い
つ
か
い
く
ろ
う

塚
征
郎
さ
ん
（
大
阪
府
高
槻
市
）

　
小お

汀ば
ま

久ひ
さ
て
る輝

さ
ん
（
大
阪
府
高
槻
市
）

　
高た

か
は
し橋

　
潮

う
し
お

さ
ん

（
奈
良
県
北き

た
か
つ
ら
ぎ

葛
城
郡
河
合
町
）

　
中な

か
が
わ川

恵え

美み

子こ

さ
ん（
大
阪
府
大
阪
市

）

　
南な

雲ぐ
も

幸こ
う
い
ち一

さ
ん

（
青
森
県
上
北
郡
お
い
ら
せ
町

）

　
深ふ

か

田だ

恭き
ょ
う
じ司

さ
ん
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

information

表彰
状

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

◎
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者

　
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
委
員

及
び
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り

　
加か

藤と
う

　
勇い

さ
む

さ
ん
（
三
刀
屋
町
）

　
都
市
建
築
課

　☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
が
け
地
及
び
地
す
べ
り
等
で
住

宅
の
移
転
を
お
考
え
の
方
は
、
都

市
建
築
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
制
度
は
、
が
け
地
な
ど
住

民
の
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐
れ

の
あ
る
場
所
に
建
っ
て
い
る
住
宅

を
安
全
な
場
所
に
移
転
す
る
た

め
、
国
・
県
・
市
が
移
転
者
に
危

険
住
宅
の
除
去
等
に
要
す
る
経
費

と
新
た
に
建
設
す
る
住
宅
（
購
入

含
む
）
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

が
け
地
近
接
等
危
険

住
宅
移
転
事
業
制
度

　
危
険
住
宅
と
は
、
勾
配
が
30
度

以
上
で
、
高
さ
が
２
ｍ
を
超
え
る

が
け
に
近
接
し
て
い
る
住
宅
で
す

（
図
）。

　
た
だ
し
、
昭
和
35
年
10
月
４
日

の
が
け
付
近
の
建
築
物
を
制
限
す

る
条
例
制
定
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
が
補
助
対
象
で
す
。
条
例
制

定
後
に
増
築
さ
れ
た
も
の
は
補
助

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

information

雲
南
市
幼
稚
園
　

園
開
放

自
死
遺
族
の
た
め

の
相
談
会

information

information

市
営
・
県
営
住
宅

の
入
居
者
募
集

　
業
務
管
理
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
１

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

11
月
５
日（
水
）～
11
月
12
日（
水
）

午
後
５
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
11
月
１
日
に
雲
南
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
み
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え
る
申

込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
募
集
期
間
中
に
公
社
へ
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
選
考
会
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
健
康
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
５

　
自
死
に
よ
っ
て
大
切
な
ご
家
族

を
亡
く
さ
れ
た
後
、
相
続
や
借
金

等
の
法
的
な
内
容
を
含
む
様
々
な

日
は
除
く
）

【
時
間
】

　
午
前
９
時
～
午
前
10
時
30
分

【
対
象
】

　
平
成
21
年
４
月
２
日
～
平
成
24

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児

【
場
所
】

　
大
東
町
・
加
茂
町
・
木
次
町
・

三
刀
屋
町
の
幼
稚
園

　
学
校
教
育
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
２

　
雲
南
市
内
の
幼
稚
園
で
は
、
次

の
よ
う
に
幼
稚
園
開
放
を
行
い
ま

す
。
在
園
児
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
ご
希
望
の
方

は
、
保
護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
幼
稚
園
ご
と
に
開
放
日
が
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
幼
稚
園
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
期
日
】

　
11
月
13
日
（
木
）
～
11
月
19
日

（
水
）
の
い
ず
れ
か
の
日
（
※
土

【問い合わせ】市外局番はいずれも（０８５４）です。

大東幼稚園 ☎43－2710 斐 伊幼稚園 ☎42－2130

西 幼 稚 園 ☎43－6005 寺 領幼稚園 ☎42－0870

佐 世幼稚園 ☎43－2817 西日登幼稚園 ☎42－0875

海 潮幼稚園 ☎43－2298 三刀屋幼稚園 ☎45－2168

加 茂幼児園 ☎49－6761 鍋 山幼稚園 ☎45－3762

木 次幼稚園 ☎42－2173

　
上

か
み
ご
お
り郡

団
地
（
掛
合
町
掛
合
）

【
申
込
み
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え
る
申

込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
公
社
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

　そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
に
必
要
な
、

住
民
票
・
平
成
26
年
度
課
税
証
明

書
等
の
書
類
に
つ
い
て
は
、
公
社

へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　
　
　
　 

（
雲
南
管
内
）
入
居
者

　
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
は

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空

き
部
屋
等
の
詳
細
は
公
社
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
　
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
（
平
日
８
時
30

分
～
19
時
ま
で
、
土
・
日
・
祝
日

は
休
み
）

　
☎
０
８
５
４

-

47

-

７
１
５
１

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
場
合

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
法

律
の
専
門
家
（
司
法
書
士
）
と
心

と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
相
談
費
用
】

　
無
料

【
申
込
方
法
】

　
予
約
優
先

【
開
催
日
】

　
11
月
１
日
（
土
）

【
時
間
】

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

（
受
付
午
後
１
時
30
分
～
）

第３０回早稲田大学留学生ホームステイ事業

ホストファミリー募集
　大東国際文化交流協会では、毎年、早稲田大学に留学し
ている学生をホームステイ事業として受入れています。
　この期間中に留学生を家族の一員として受入れ、一緒に
生活していただくご家庭を募集します。ホームステイは日
常生活の中で英語に触れ、お互いに異文化を学ぶよい機会
です。
　雲南市内の皆さまからのご応募をお待ちしています。

【期間】平成27年２月８日（日）～３月７日（土）
【締切】11月28日（金）
【申込・問い合わせ】　
           大東国際文化交流協会　事務局
                          （大東総合センター自治振興課内）
          ☎0854－43－8168

【
場
所
】

　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

　
　
　
　
　（
松
江
市
東
津
田
町
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
前
日

ま
で
に
心
と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
自
死
遺
族
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
（
心

と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　
　☎
0
８
５
２
‐
21
‐
２
０
４
５

【
担
当
】

　
心
と
体
の
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談

・
判
定
課
　
石
川

　
　☎
０
８
５
２
‐
32
‐
５
９
０
５
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
３

　
平
成
18
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た

「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
・
高
齢
者

の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
雲
南
市

で
は
高
齢
者
虐
待
防
止
対
策
推
進

協
議
会
を
設
置
し
、
高
齢
者
虐
待

の
防
止
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
…

　
虐
待
に
気
づ
い
た
人
は
、
市
区

町
村
へ
の
通
報
義
務
が
あ
り
ま

す
。

　
虐
待
を
止
め
る
こ
と
は
、
虐
待

を
し
て
い
る
人
の
た
め
に
も
必
要

な
こ
と
で
す
。
虐
待
を
し
て
い
る

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
働
く
こ
と
に

悩
み
を
抱
え
る
若
年
者
の
自
立
に

向
け
て
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者

や
ご
家
族
の
方
、
関
係
機
関
の

方
々
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
11
月
26
日
（
水
）

information

し
ま
ね
東
部
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
雲
南
出
張
相
談
会

1616
毎月第３日曜日は 「うんなん家庭の日」です

うんなん家庭の日

社会教育課　   0854－40－1073

11月は 日

information

高
齢
者
虐
待
を

　
　
　
　
防
ご
う

こ
と
に
歯
止
め
が
利
か
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
を
発
見
し
た
り
、
虐
待
か

な
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
・
相

談
く
だ
さ
い
。
虐
待
を
受
け
て
い

る
高
齢
者
本
人
の
相
談
も
可
能
で

す
。
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
虐
待
に
な
り
ま
す

○ 

た
た
く
、
つ
ね
る
、
殴
る
、
蹴

る
等
の
身
体
的
虐
待

○ 

暴
言
、
無
視
な
ど
の
心
理
的
虐

待
○ 
十
分
な
食
事
や
水
分
を
与
え
な

か
っ
た
り
、
劣
悪
な
住
環
境
の

中
に
放
置
す
る
な
ど
の
介
護
放

棄
○ 

日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡

さ
な
い
、
使
わ
せ
な
い
な
ど
の

経
済
的
虐
待

○ 

わ
い
せ
つ
行
為
な
ど
の
性
的
虐

待
頑
張
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

　
高
齢
者
虐
待
の
原
因
の
一
つ
に

は
「
介
護
者
の
心
身
の
疲
労
」
が

あ
り
ま
す
。
高
齢
者
の
介
護
は
考

え
る
以
上
に
大
変
で
す
。
介
護
が

長
期
に
わ
た
る
こ
と
も
多
く
、
家

族
だ
け
で
頑
張
っ
て
も
限
界
が
あ

り
ま
す
。

　
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
専
門
機
関
を

上
手
に
活
用
し
て
負
担
を
軽
減
し

た
り
、
介
護
者
の
気
分
転
換
を
図

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
介
護
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く

だ
さ
い
。

　
高
齢
者
虐
待
相
談
　
　
　
　
　
　

　
認
知
症
徘
徊
相
談
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
６
　

　
　
　
　
　
　（
24
時
間
対
応
）

I D・パスワードの不正利用に注意！ID・パスワードの不正利用に注意！ID・パスワードの不正利用に注意！
同じパスワードを使い回さない

推測されにくいパスワードを作成する

パスワードを定期的に変更する

ウイルス対策ソフトを導入し、ウイルス
感染を防ぐ

フィッシング詐欺やソーシャルエンジニ
アリング※にだまされない

大・小文字、数字、記号を組み合わせる
辞書に載っていない文字列にする
８文字以上にする

※ソーシャルエンジニアリングとは、技術を用いずに
　人間の心理的な隙や行動のミスにつけこんで、個人
　の情報を入手する方法

不正利用を防止しよう！不正利用を防止しよう！
雲南警察署生活安全課
　     ☎0854－45－0110

Ｉ
Ｄ・パ
ス
ワ
ー
ド
の
不
正
利
用
対
策

複数のサイトで同じ ID・パス
ワードを使っていると、  ひとつの

サイトで流出した場合、それが他のサイ
トで悪用される危険があるんだ。

一
部
　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

二
部
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　
　
雲
南
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　（
毎
月
の
第
４
水
曜
日
開
催
）

【
対
象
者
】

　
15
歳
～
概
ね
40
歳
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ
ポ
ス
テ
松
江
）

　☎
０
８
５
２
‐
33
‐
７
７
１
０
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男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

【
期
間
】

　
11
月
12
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　
11
月
25
日
（
火
）

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や

人
身
取
引
等
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る

も
の
で
、決
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

些
細
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

【
相
談
機
関
】

◆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
女
性
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
８
５
４-

42-

３
８
３
８

（
平
日
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

◆
島
根
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
８
５
２-

25-

８
０
７
１

　
雲
南
市
人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
松
江
地
方
法
務
局
及
び
島
根
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女

性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の

解
決
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、『
全
国
一
斉
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
』
と
し
て
、
電
話
相
談
を
行

い
ま
す
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の
暴
力

や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

information

全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
実
施

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
日
常
生
活
の
悩
み
ご

と
等
で
お
困
り
の
方
、
周
り
で
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
見
聞
き
し
た
と

い
う
方
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

【
期
間
】

　
11
月
17
日
（
月
）
～
23
日
（
日
）

【
時
間
】

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で

※
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

【
電
話
番
号
】

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
の
発

信
の
場
合
は
、
☎
０
８
５
２-

26-

８
８
６
９

【
相
談
員
】

　
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護

委
員

information

女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動

音声告知放送を用いた
緊急情報の伝達訓練（全国一斉）

　雲南市では、地震や武力攻撃などの災害時に、全国瞬時警報シ
ステム（Ｊアラート）から送られてくる国からの緊急情報を、さ
まざまな手段を用いて確実に皆様へお伝えするため、市内におい
て緊急情報伝達訓練を行います。
　雲南市が当日実施する訓練は次のとおりです。

11月28日（金）　11時00分ごろ

容内情報伝達手段
雲南市 
音声告知放送
システム 

 火災発生時と同じ音量で、次のような放送内
容が一斉に放送されます。
【放送内容（例）】　「これは、 試験放送です」 

 注）雲南市以外の地域でも、全国的に様々な手段で情報伝達訓練が実施されます。
 

(※) Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報
　　を、国から市区町村へ、人工衛星などを通じて瞬時にお
　　伝えするシステムです。 

【問い合わせ先】危機管理室  ☎0854－40－1027
 

(※)

　（
平
日
、
土
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
　
た
だ
し
電
話
相
談

の
み
で
面
接
不
可
）

◆
出
雲
児
童
相
談
所

　
　
☎
０
８
５
３-

21-

８
７
８
９

（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
５
２

　
山
林
で
の
作
業
を
安
全
で
効
率

的
に
行
う
た
め
、
伐
倒
及
び
木
材

の
搬
出
に
関
す
る
技
術
の
習
得
を

図
り
ま
す
。

　
講
習
内
容
は
3
日
間
と
も
同
様

で
す
が
、
受
講
者
の
技
術
レ
ベ
ル

に
合
わ
せ
た
指
導
を
受
け
る
こ
と

information

林
業
の
担
い
手
育
成
講
座

（
伐
倒・搬
出
実
技
講
習
）

が
で
き
ま
す
の
で
複
数
日
受
講
す

る
こ
と
で
さ
ら
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
講
習
に

な
っ
て
い
ま
す
。

【
講
師
】

　
み
ど
り
情
報
局
島
根
、
匹
見
・

縄
文
の
森
協
議
会

【
開
催
日
】

　
11
月
15
日
（
土
）、16
日
（
日
）、

12
月
６
日
（
土
）

【
開
催
時
間
】

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

【
講
習
会
場
】

　
加
茂
町
地
内
の
市
有
林

【
募
集
人
員
】

　
そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
日
で
16
人

【
受
付
時
間
】

　
午
前
８
時
～
８
時
30
分

【
受
付
場
所
】

　
た
た
ら
の
里
山
再
生
雇
用
創
造

推
進
協
議
会

【
問
い
合
わ
せ
】

　
た
た
ら
の
里
山
再
生
雇
用
創
造

推
進
協
議
会
（
略
称

：

雲
南
市
雇

用
創
造
協
議
会
）

雲
南
市
加
茂
町
南
加
茂
１
２
０
４

-

１　☎
０
８
５
４-

49-

６
６
１
０

　
FAX
０
８
５
４-

49-

６
６
４
２

協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://ta
ta

ra
-jo

b
.jp

/

女
性
弁
護
士
相
談

information

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

【
日
時
】

　
12
月
４
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
40
分

【
場
所
】

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

※
要
申
込
み
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三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園

　
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
９
５
０
０

　
縄
文
時
代
の
巨
木
の
森
を
展
示

す
る
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園
で

は
、
島
根
県
市
町
村
別
入
館
無
料

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
世
界
的
に
貴
重
な

太
古
の
森
の
迫
力
を
ご
体
験
く
だ

さ
い
。

【
雲
南
市
の
無
料
月
間
】
11
月

【
対
象
者
】

　
雲
南
市
民
の
方
（
入
館
時
に
住

所
を
証
明
で
き
る
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。）

information

「
三
瓶
小
豆
原
埋
没

林
公
園
」
入
園
料

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

information

　
島
根
労
働
局
賃
金
室

　☎
０
８
５
２-

31-

１
１
５
８

　
島
根
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に

適
用
さ
れ
る
島
根
県
最
低
賃
金
が

次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
金
額
は
、
10
月
５
日
以
降
の

賃
金
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
時
間
額
　
６
７
９
円

　
な
お
、
最
低
賃
金
に
は
、
①
臨

時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
　
②
１
ヵ

島
根
県
最
低
賃
金

改
定

平成27年4月から
子ども・子育て支援新制度がスタートします！

子ども・子育て支援新制度の
シンボルマーク（内閣府作成）

【問】子育て支援課　☎0854-40-1044

　平成24年８月、日本の子ども・子育てをめぐる様々な課題を解決
するために、「子ども・子育て支援法」という法律ができました。
　この法律と、関連する法律に基づいて、幼児期の学校教育や保育、
地域の子育て支援の拡充や質の向上を進めていく「子ども・子育て支
援制度」が平成27年４月に本格スタートします。

■保育所や幼稚園などの利用手続き
　○保育所や幼稚園の入所・入園申込手続きは、これまでどおり 11 月～ 12 月に募集する予定です。
　○保育料は、現行負担水準や保護者の所得に応じて、国が定める基準を上限として、市が定めます。
　○定員を上回る入所申込みがあった場合は、従来どおり入所選考（利用調整）を行います。

○認定区分

認定区分 児童年齢 認　　定　　内　　容 利用できる施設 利用時間

1号認定 満3歳以上 教育標準時間認定
（教育を希望する場合） 幼稚園・認定こども園 ４時間

2号認定 満3歳以上
保育認定

（保育の必要な事由に該当し、保育所等での保
育を希望する場合）

保育所・認定こども園 ８～11時間

3号認定 満3歳未満
（0～2歳）

保育認定
（保育の必要な事由に該当し、保育所等での保
育を希望する場合）

保育所・認定こども園 ８～11時間

○保育を必要とする事由

１．保育を必要と
　する事由

①就労（フルタイム、パートタイム、夜間、居宅内の労働など、基本的にすべての就労を含む）　　
②妊娠・出産　③保護者の疾病、障がい　④同居または長期入院している親族の介護・看護（常時）　
⑤災害復旧　⑥継続的な求職活動（起業準備を含む）　⑦就学（職業訓練校等における職業訓練含む）
⑧虐待やＤＶのおそれがあること　⑨育児休業取得時に、既に保育所を利用しており、継続利用が必
要であると認められること　⑩その他、上記に類する状態として市町村が認める場合
※同居の親族等が子どもを保育することができる場合、利用の優先度が調整される場合あり

２．保育の必要量
上記のうち、「就労」を理由とする利用の場合、次のいずれかに区分されます。
①「保育標準時間」利用 → フルタイム就労を想定した利用時間（最長11時間）
②「保育短時間」利用 → パートタイム就労を想定した利用時間（最長８時間）

３．優先利用 ひとり親家庭、生活保護世帯、生計中心者の失業、子どもに障がいがある場合などには、保育の優
先的な利用が必要と判断される場合があります。

※上記は、国が示す標準的な内容であり、具体的な運用については、今後、市において順次検討していきます。

■子ども・子育て支援新制度で変わること
　新制度では、小学校入学前のお子さんが、保育所や幼稚園、認定こども園などの施設を利用する場合には、「保育の必要性」
の認定の手続きが必要となります。
※認定手続きの具体的な時期や方法などは、現在検討中です。詳しくは、通知文書やホームページなどでお知らせします。
※保育所などを利用するための認定は、保育所などへの入所を保障するものではありません。

市報うんなん  No.120 26

月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
　
③
時
間
外
労
働
・
休

日
労
働
・
深
夜
労
働
に
対
す
る
賃

金
　
④
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当

及
び
家
族
手
当
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。

※ 

詳
し
く
は
、
島
根
労
働
局
賃
金

室
ま
た
は
、
松
江
・
出
雲
等
の

労
働
基
準
監
督
署
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

～11 月は児童虐待防止推進月間です。～
子育てについて考えてみましょう。

増える子どもへの虐待
　平成25年度の全国の児童虐待対応件数は、約７万３千件（24年度約６万６千件）と、
毎年過去最高を更新している状況です。島根県でも児童虐待による死亡例が発生しており、
痛ましい悲劇から子どもを守るために、私たちにできることは何でしょうか。

しつけと虐待はちがいます
　しつけのつもりで虐待になっていませんか。体罰や言葉で責めたてて従わせることは、「しつけ」のつも
りであっても、子どもの健やかな成長や発達を損なう場合は「虐待」になります。
　子育ての不安やストレスが積み重なって、ささいなことがきっかけで虐待が始まることがあります。

虐待の種類
　児童虐待は大きく４つに分けられますが、これらが重複して起きていることが少なくありません。

ひとりで悩まず相談を
　雲南市では、子どもを虐待から守るため、子どもに関わる関係機関で「雲南市要保護児童対策地域協議
会」を組織しており、各機関と連携をとりながら支援の必要な子どもや家族に専門的な支援を行っています。
　子育てに関する悩みや不安があるときや、子どもの発達が心配だと感じたときは、ひとりで悩まずに相
談しましょう。

児童虐待をみつけたら
　児童虐待の通告は市民一人ひとりの義務です。虐待は、発見が遅れれば深刻な事態になる恐れがありま
す。虐待をみつけたり、「おかしいな」「もしかして虐待？」と疑われる場合は、迷わず速やかに連絡して
ください。

身体的虐待
・殴る、蹴る、投げ落とすなどの暴力を振るう
・赤ちゃんを激しく揺さぶる
・意図的に子どもを病気にさせる

心理的虐待
・大声や言葉で脅かす
・子どもを無視する
・他のきょうだいと著しく差別的な扱いをする
・子どもの前で配偶者などに暴力を振るう

ネグレクト（育児の拒否・怠慢）
・適切な衣食住の世話をしない
・病気になっても受診させない
・学校に行かせない
・車、家などに閉じ込めさせる

性 的 虐 待
・子どもへの性交、性的ないたずらをする
・性器や性交を見せる
・ポルノグラフィーの被写体になる

【児童に関する相談、児童虐待の連絡先】
　子育て支援課　子育て相談室　☎0854－40－1046・出雲児童相談所　☎0853－21－0007

　
島
根
県
薬
剤
師
会

　☎
０
８
５
２-

25-

０
９
０
０

　
県
内
の
高
校
生
を
対
象
に
、
薬

剤
師
の
職
能
、
社
会
的
な
使
命
等

の
紹
介
を
通
し
、
薬
剤
師
の
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
う
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
６
日
（
土
）

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時
30
分
　
　

【
会
場
】

　
島
根
県
薬
剤
師
会
館

（
松
江
市
役
所
西
隣
）

【
対
象
】

　
県
内
の
高
校
生
及
び
保
護
者
、

進
路
指
導
担
当
教
諭
な
ど

【
内
容
】

・ 

薬
学
へ
の
誘
い

・ 

薬
剤
師
に
な
る
方
法

・ 

県
内
で
活
躍
中
の
若
手
薬
剤
師

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

information

高
校
生
セ
ミ
ナ
ー

　「
薬
学
へ
の
誘
い
」

薬
剤
師
に
な
る
た
め
に
は
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information

ト
リ
プ
ル
Ａ

　
　
　（
面
接
会
）

　
松
江
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
☎
０
８
５
２
‐
28
‐
８
６
０
９

　
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局

　☎
０
８
５
３-
22-

９
８
０
４

　
松
江
地
方
法
務
局
で
は
、
雲
南

合
同
庁
舎
１
階
に
「
雲
南
法
務
局

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
法
務
局
登

記
証
明
書
コ
ー
ナ
ー
）」
を
開
設

し
、
土
地
・
建
物
の
登
記
事
項
証

明
書
、
会
社
・
法
人
の
登
記
事
項

証
明
書
及
び
印
鑑
証
明
書
の
交
付

事
務
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

自
宅
や
事
務
所
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
り
請
求
し
た
登
記
事
項
証
明

書
等
を
同
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
設
置
場
所
】

　
雲
南
合
同
庁
舎
1
階
（
木
次
町

里
方
）

【
取
扱
時
間
】

　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
午
後
４
時
30
分
ま
で

　
こ
の
ほ
ど
宝
く
じ
の
助
成
金
を

活
用
し
て
地
域
自
主
組
織
　
躍
動

と
安
ら
ぎ
の
里
づ
く
り
鍋
山
　
で

防
災
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
備
品
を
有
効
活
用
さ

information

平
成
26
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝

く
じ
の
普
及
広
報
事
業
と
し
て
受
け

入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し

て
、
自
主
組
織
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
等
が
実
施
す
る
施
設
や

設
備
の
整
備
に
対
し
て
補
助
を
行
う

も
の
で
す
。

information

雲
南
法
務
局
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

利
用
く
だ
さ
い

教育委員会委員の新体制 【問】教育総務課　☎0854－40－1071

　教育委員会委員の永
なが

井
い

まゆみさんが９月 30 日をもって任期満了により退任され、後任に山
やま

根
ね

明
あき

子
こ

さん（三刀屋町）が

議会の同意を受け、10月１日付けで教育委員に任命されました。また、10月１日の教育委員会臨時会

において、委員長職務代理者に星
ほし

野
の

　淳
じゅん

さんが選任されました。

◆雲南市教育委員会委員（平成26年10月1日現在）

山
やま
根
ね
明
あき
子
こ
委員

役職名 氏名（敬称略） 任　　　　　　期

委　員　長 太
おお

　田
た

　多
た み こ

美子 平成22年12月９日～平成26年12月８日

委員長職務代理者 星
ほし

　野
の

　　　淳
じゅん

平成24年12月９日～平成28年12月８日

委　　　員 小
お

　川
がわ

　真
ま

　里
り

平成23年12月９日～平成27年12月８日

委　　　員 板
いた

　垣
がき

　文
ふみ

　雄
お

平成25年12月９日～平成29年12月８日

委　　　員 山
やま

　根
ね

　明
あき

　子
こ

平成26年10月１日～平成30年９月30日

委員（教育長） 土
つち

　江
え

　博
ひろ

　昭
あき

平成24年12月９日～平成28年12月８日

　
加
茂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

49-

７
１
０
０

　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ

ス
ト
上う

え

野の

由ゆ

き

こ

岐
子
選
手
に
よ
る
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

【
日
時
・
場
所
】
11
月
29
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
加
茂
中
央
公
園
野
球
場

【
対
象
者
】
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好

家
　
３
０
０
人

【
参
加
費
】1
人
３
０
０
円（
保
険
料
）

【
申
込
締
切
】

　
11
月
14
日
（
金
）
ま
で

information

上
野
選
手
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
教
室

れ
、
自
主
組
織
の
活
動
に
役
立
て

て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

【
事
業
内
容
】

★
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業

　（
自
主
防
災
組
織
育
成
）

・
備
蓄
倉
庫 

イ
ナ
バ
物
置 

１
台

・
防
災
用
か
ま
ど
セ
ッ
ト
・
担
架

　
・
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
発
電
機
ほ
か

　
防
災
資
機
材
一
式

　
11
月
24
日
（
月
・
振
休
）
正
午

～
午
後
４
時
・
く
に
び
き
メ
ッ
セ 

【
対
象
者
】

　
平
成
27
年
３
月
大
学
、
短
期
大

学
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

等
の
卒
業
予
定
者
、
卒
業
後
３
年

以
内
の
既
卒
者

【
参
加
企
業
】
22
社
程
度
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く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口 島根県消費者センターマスコット

キャラクターだまされないゾウくん

　還付金詐欺と思われる不審な電話がかかる案件が多数発
生しています。
　県の職員、市役所職員が医療費の還付金があると持ちか
け現金自動預払機 （ATM） の操作をお願いすることは絶対
にありません。

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123

ATMの操作や現金をゆうパックや小包で送る話がでたら、それは詐欺です!!
あやしいな、ちょっとおかしいなと思ったら、
まず、身近な人、警察、消費生活センターにすぐ相談を!!

問い合わせ

医療費・
医療費・
医療費

引き続き警戒中！！　　
島根県過去最悪ペース　特殊詐欺被害　昨年上回る件数

　
総
務
課

　☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
１

　
陸
上
自
衛
隊
　
高
等
工
科
学
校

生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

と
は

　
将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た

装
備
品
を
駆
使
・
運
用
す
る
と
と

も
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
自

信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官

と
な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
に
、

中
学
校
卒
業
者
等
を
対
象
に
採
用

す
る
制
度
で
す
。

【
教
育
及
び
卒
業
資
格
】

　
高
等
学
校
の
普
通
科
と
同
等
の

教
育
を
受
け
、
併
せ
て
技
術
的
な

識
能
を
有
す
る
陸
曹
と
し
て
必
要

な
各
種
技
術
の
専
門
教
育
、
防
衛

基
礎
学
や
各
種
訓
練
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
提
携
す
る
通
信
制
高
等

学
校
に
編
入
学
し
、
生
徒
課
程
修

了
時
に
高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員

(

生
徒)

で
、
手
当
の
支
給
を
受

け
な
が
ら
高
等
学
校
教
育
等
を
受

け
る
制
度
で
す
。

【
受
付
期
間
】

一
般
試
験 information

自
衛
官
募
集
の

お
知
ら
せ

　
11
月
１
日
（
土
）
～

　
　
平
成
27
年
１
月
９
日
（
金
）

（
締
切
日
必
着
）

推
薦
試
験

　
11
月
１
日
（
土
）
～

　
　
　
　
12
月
５
日
（
金
）

（
締
切
日
必
着
）

【
応
募
資
格
】

一
般
試
験
受
験
者
　

　
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中

学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
平
成
27

年
３
月
に
卒
業
、
前
期
課
程
修
了

見
込
み
の
者
を
含
む
）

推
薦
試
験
受
験
者

　
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
入

校
を
熱
望
す
る
強
い
意
志
を
持

ち
、
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者
（
平

成
27
年
３
月
に
卒
業
等
見
込
み
の

者
を
含
む)

の
中
か
ら
、
中
学
校

長
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
長
が
高

等
工
科
学
校
生
徒
と
し
て
、
ふ
さ

わ
し
い
と
認
め
、
将
来
自
衛
官
と

な
る
強
堅
な
意
志
を
持
ち
責
任
を

持
っ
て
推
薦
で
き
る
者

【
採
用
試
験
期
日
及
び
試
験
場
所
】　

一
般
試
験

第
一
次
試
験
　

期
日
　
平
成
27
年
１
月
24
日（
土
）

場
所
　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
及
び

出
雲
・
浜
田
の
各
地
域
所
在
の
県

合
同
庁
舎

第
二
次
試
験
　 

期
日
　
平
成
27
年
２
月
７
日（
土
）

場
所
　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

（
出
雲
市
松
寄
下
町
１
１
４
２
‐
１
）

推
薦
試
験

期
日
　
平
成
27
年
１
月
10
日（
土
）

～
同
年
１
月
12
日
（
月
）
の
間
の

指
定
す
る
１
日

場
所
　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
（
横
須
賀
市
御
幸
浜
２-

１

陸
上
自
衛
隊
武
山
駐
屯
地
内
）

【
合
格
発
表
】

一
般
試
験

一
次
合
格
発
表

　
平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）

二
次
（
最
終
）
合
格
発
表

　
平
成
27
年
２
月
20
日
（
金
）

推
薦
試
験

　
平
成
27
年
１
月
23
日
（
金
）

【
採
用
時
期
】　

　
平
成
27
年
４
月
上
旬
（
一
般
・

推
薦
試
験
合
格
者
と
も
に
共
通
）

【
お
問
い
合
せ
先
】　

　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　
松
江
市
向
島
町
１
３
４
番
10
号

　☎
０
８
５
２-

21-

０
０
１
５

h
ttp

://w
w

w
.m

o
d

.g
o

.jp
/

p
c
o

/sh
im

a
n

e
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子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール11月 図書館だより図書館だより
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新着の本（抄）
▼池井戸 潤「銀

ぎん
翼
よく

のイカロス」▼平野啓一郎「透明な迷宮」▼宇
う

江
え

佐
ざ

真
ま

理
り

「昨日みた夢」
▼奥山景

きょ
布
う

子
こ
「太閤の能

のう
楽
がく

師
し

」▼東野圭吾「マスカレード・イブ」▼山本兼一「修羅走る関ヶ
原」▼宮部みゆき「荒

こう
神
じん

」▼伊東 潤「野望の憑
よ り ま し

依者」▼吉永南
な

央
お
「糸切り」▼柏

かしわ
井
い

 壽
ひさし

「鴨
川食堂おかわり」▼仁

に
志
し

耕一郎「松姫はゆく」▼下
し も

重
じゅう

暁
あき

子
こ
「もたない暮らし」▼池口龍

りゅう
法
ほ う
「お

寺に行こう！　坊主が選んだ寺の処方箋」▼朝日新聞出版「日本の絶景＆秘境100」▼
小泉 凡「怪談四代記」▼天然生活ブックス「わたしの愛用品」

加茂図書館　☎0854-49-8739
11月の休館日　毎週木曜日、３日（月・祝）、23日（日・祝）、24日（火・振替休日）
臨時休館：９日（日）、22日（土）、29日（土）、月末整理休館：30日（日）

掛
　合

保育園開放日
夢の子園 保 育 所 開 放 日 19日㈬、26日㈬   9:00 ～ 11:00

昼 食 試 食 会 19日㈬（要予約・〆切12日） 11:00 ～ 12:00
支援センター (分室：掛合体育館)

好老センター ハロウィンパーティ 5日㈬（要予約）   9:30 ～ 11:00
入間交流センター 子 育 て 相 談 日 12日㈬   9:30 ～ 11:00

分　室 お 話 の 日 20日㈭ 10:30 ～ 11:00
問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713　 　 　 　 　 　  ▲

かけや夢の子園 ☎62-9900

吉
　田

保育所開放日　
田井保育所  ５日㈬   9:30 ～ 11:30
吉田保育所  ６日㈭   9:30 ～ 11:30
社協子育てサロン（あいあいクラブ・掛合子育て支援センター）
吉田健康福祉センター 歌って♪踊って♪ 21日㈮   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

吉田保育所 ☎74-0330　　 

▲

田井保育所 ☎75-0201
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078
　　　　　　 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

三
刀
屋

支援センター　

三刀屋子育て支援
センター

あそぼう広場  ７日㈮ 10:00 ～ 11:00
育児相談 10日㈪   9:30 ～ 11:00
おはなし会 14日㈮ 10:00 ～ 11:00
赤ちゃん広場 21日㈮ 10:00 ～ 11:00

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

畑に行こう！（要予約）  ６日㈭ 10:00 ～
誕生会（誕生児は要予約） 13日㈭ 10:30 ～
ミュージックケア（１歳半未満、要予約） 14日㈮ 10:00 ～
３ Ｂ 体 操（ １ 歳 半 以 上 ） 21日㈮ 10:00 ～

出前保育
西日登交流センター 12日㈬ 10:00 ～
教室・相談

木次子育て支援
センター

ベビーマッサージとママの軽運動
（３～７ヵ月、要予約） 11日㈫ 10:00 ～
ベビーマッサージ（３～７ヵ月、要予約） 18日㈫ 10:00 ～
育児相談 28日㈮ 9:30 ～ 11:00受付
妊婦サロン（要予約） 28日㈮ 10:00 ～

社協子育てサロン(にこにこクラブ) (参加費　一家族100円)
日登交流センター 19日㈬ 10:00 ～
高齢者コミュニティーセンター 26日㈬ 10:00 ～
問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター（斐伊保育所併設） ☎42-2030
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会木次支所 ☎42-9080

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お 茶 会（ ※ 要 予 約 ）  ４日㈫ 10:00 ～（１時間程度）
たんぽぽひろば（運動会）  ５日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
誕生会（※誕生児は要予約） 12日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
た ん ぽ ぽ ひ ろ ば

（おやこ食育教室）（※要予約） 19日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
教室・相談

加茂子育て支援
センター

離乳食もぐもぐ教室（５～６ヵ月児）  ６日㈭ 10:00 ～（※要予約）
離乳食もぐもぐ教室（７～８ヵ月児） 13日㈭ 10:00 ～（※要予約）
育 児 相 談 17日㈪   9:30 ～ 11:30
離乳食もぐもぐ教室（９～ 11 ヵ月児） 20日㈭ 10:00 ～（※要予約）
妊婦サロン（たまごクラブ） 26日㈬ 10:00 ～

子育てサロン
加茂交流センター ぷ ち つ く し っ 子 広 場 28日㈮ 10:00 ～
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355
　　　　　　 

▲

加茂交流センター ☎49-8380

大
　東

教室・相談

大東子育て支援センター
（あおぞら保育園２階）

子 育 て 教 室
（あおぞら保育園学童棟）  ６日㈭   9:30 ～ 11:30
赤 ち ゃ ん 教 室

（あおぞら保育園学童棟） 11日㈫   9:30 ～ 11:30
子 育 て 相 談 14日㈮、28日㈮ 10:00 ～ 16:00

福祉センターおおぎ 市 育 児 相 談 20日㈭   9:30 ～ 11:00
大東古代鉄歌謡館 劇 団 プ ー ク 公 演 29日㈯ 10:00 ～
子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
よちよち（旧久野幼稚園）  ５日㈬   9:30 ～ 11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター） 10日㈪   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 13日㈭   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター） 14日㈮   9:30 ～ 11:30
地域サークル
幡屋交流センター 17日㈪   9:30 ～ 11:30
佐世交流センター 20日㈭   9:30 ～ 11:30
大東健康福祉センター 21日㈮   9:30 ～ 11:30
保育園開放日
大東保育園 毎週水曜日 試食の予約：前日16:00まで
かもめ保育園 毎週金曜日 試食の予約：前日16:00まで
あおぞら保育園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
問い合わせ先 

▲

大東保育園 ☎43-6132　 

▲

かもめ保育園 ☎43-5028 　 　 　 　 　 　  ▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

読書フェスティバルを開催します
と　き：11月９日(日）13:00 ～ 16:00
ところ：三刀屋中学校１階
内　容：わらべうたを楽しむ会・まなぶ会、絵本作り、
　　　　読み聞かせ、おすすめ絵本等の展示、ブックカフェ
　※当日、市内図書館は休館です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

臨時休館のお知らせ
　22日（土）、29日（土）　システム機器停止のため

イベント案内
☆こぐまちゃんくらぶ　毎週月曜日　10:30 ～（３日、24日はお休み）
　（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）
▼有川 浩

ひろ
「明日の子供たち」▼宇

う
江
え

佐
ざ

真理「昨日みた夢」▼江
え

上
がみ

 剛
ごう

「翼、ふたたび」▼
大沢在

あり
昌
まさ

「雨の狩人」▼北原亞以子「春遠からじ」▼小池昌代「たまもの」▼高田 郁
かおる

「天
そら

の梯
かけはし

　みをつくし料理帖⑩」▼畠
はたけ

中
なか

 恵「すえずえ」▼東野圭吾「マスカレード・イ
ブ」▼宮部みゆき「荒

こう
神
じん

」▼薬丸 岳
がく

「神の子㊤㊦」▼山本兼一「修羅走る関ヶ原」▼馬
場あき子[ほか]「流転の歌人柳原白蓮」▼西村安

あん
珠
じゅ

監修「すてきな赤ちゃんの名付け事典」
▼斎藤道雄「椅子に腰かけたままでできるシニアのための筋力アップトレーニング」▼
吉
きっ

川
かわ

美津子「はじめての喪主葬儀・葬儀後マニュアル」▼佐々涼子「紙つなげ！彼らが
本の紙を造っている」▼土

つち
橋
はし

登
と

志
し

久
ひさ

監修「テニス基本と戦術」

大東図書館　☎0854-43-6131
11月の休館日　毎週金曜日、３日（月・祝）、23日（日・祝）、24日（月・振替休日）
　　　　　　　 臨時休館：９日（日）、22日（土）、29日（土）
　　　　　　　 月末整理休館：１日（土）、30日（日）

イベント案内
☆古本・古雑誌再生市　　29日（土）10:00 ～（視聴覚室)
　 図書館は休館ですので、青少年ホーム側入り口からお入りください
☆よみかたりのじかん　　毎週木曜日　14:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）
▼あさのあつこ「かわうそ」▼中山七

しち
里
り
「アポロンの嘲

ちょう
笑
しょう

」▼竹
たけ

吉
よし

優
ゆう

輔
すけ

「レミングスの夏」
▼中島京子「かたづの！」▼さだまさし「ラストレター」▼五木寛

ひろ
之
ゆき

「ゆるやかな生き方」
▼上

うえ
橋
はし

菜
な

穂
ほ

子
こ

「明日は、いずこの空の下」▼森 博
ひろ

嗣
し

「素直に生きる100の講義」▼川上
未映子「きみは赤ちゃん」▼東

ひがし
田
だ

直樹「跳びはねる思考」▼脇 明子「読む力が未来をひ
らく」▼曽我彩

さや
加
か

「T
ト ゥ
o B

ビ ー
e C

コ ン テ ィ ニ ュ ー ド
ontinued 癌リハビリとフラダンスとの出会い」▼みやぎ

シルバーネット ほか編「シルバー川柳 七転び八起き編」▼鑓
やり

田
た

浩
ひろ

章
あき

「客室乗務員になる
には」▼松田哲夫「縁もたけなわ」▼黒柳徹子「本物には愛が。」▼荒

あら
舩
ふね

良
よし

孝
たか

「大人でも
答えられない！宇宙のしつもん」▼神田理絵「わたしと夫の失業日記」

木次図書館　☎0854-42-1021
11月の休館日　毎週月曜日、23日（日・祝）、振替休館：４日（火）、25日（火）
臨時休館：９日（日）、22日（土）、29日（土）、月末整理休館日：30日（日）
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター 10日㈪

9:30 ～
掛合子育て支援センター 12日㈬
加茂子育て支援センター 17日㈪
地域福祉センターおおぎ 20日㈭
木次子育て支援センター 28日㈮
◆妊婦サロン
木次子育て支援センター 28日㈮ 10:00 ～
◆離乳食教室
木次健康福祉センタ－ 18日㈫ 9:30 ～

◆断酒会
加茂健康福祉センター  ３日㈪ 18:30 ～ 20:30
吉田ふる里センター  ６日㈭

19:00 ～ 21:00
大東交流センター 11日㈫
下熊谷交流センター 17日㈪
掛合まめなかセンター 19日㈬
三刀屋健康福祉センター 29日㈯

◆胃がん検診（要予約） 受付時間
加茂健康福祉センター 11日㈫   8:30 ～ 11:00
◆スピード特定健康診査（要予約） 受付時間
チェリヴァホール
　　　　　　（３Ｆ）

29日㈯
30日㈰

  9:00 ～ 10:30
13:00 ～ 14:00

詳しくは、「平成26年度雲南市成人健診のしおり」
をご覧ください。

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター  ６日㈭ 13:00 ～（４か月児）

13:30 ～（10か月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 27日㈭ 13:00 ～（４か月児）

13:30 ～（10か月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 12日㈬ 13:00 ～（３歳児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 20日㈭ 13:00 ～（１歳６か月児）

◆その他相談
＜自死遺族／分かち合い＞自助グループ逢いたい～ぼちぼちの集い～ チェリヴァホール３階  ２日㈰ 13:00 ～ 15:00【問】健康推進課　☎ 40-1045
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ６日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
こころの健康＆もの忘れ相談 12日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 12日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
雲南サロン「陽だまり」 13日㈭

27日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 17日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
思春期・青年期こころの相談 19日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
交通事故巡回相談 出雲市役所 20日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
難病サロン「ひまわり」 21日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
難病サロン しまね難病相談支援センター 27日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510

11月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

皆様のご協力をよろしくお願いします。
木　次　町
木次体育館周辺

（がっしょ祭り会場）  ２日㈰ 10:00 ～ 13:30

グッディ木次店 15:00 ～ 17:00
加　茂　町
加茂総合センター

 ５日㈬
  9:00 ～ 11:00

山光㈱ 12:00 ～ 13:20
日本コルマー㈱出雲工場 15:30 ～ 17:30

献血�【問】市民環境生活課　☎ 40-1031

◆雲南市障がい者支援活動
雲南地域当事者交流会 三刀屋文化体育館アスパル  ７日㈮ 10:00 ～ 14:30
フラワーアレンジメント
　　参加料：1,000円

三刀屋農村環境改善
メインセンター 20日㈭ 13:30 ～ 15:30

【問】地域活動支援センター　パレット　☎ 45-0020

　【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042

※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは　いずれも 0854。 

11/1土
～ 2日

うんなん幸あり祭
12:30 ～ 16:00（２日10:00 ～）
※11/2は第10回雲南神楽フェスティバル同時開催

アスパル

11/1土
～ 2日

心もおなかも秋いっぱい in 入間
１泊２日

入間交流センターと
その周辺

11/2日 幸雲南塾2014・最終報告会
13:00 ～ 18:00

チェリヴァホール

11/2日 山王寺棚田まつり
9:30 ～ 12:00

山王寺本郷展望台

11/2日 松笠歌舞伎誕生90周年記念公演
20:00 ～ 22:00頃

松笠交流センター
「松笠ご縁の館」

11/8土 鉄の歴史フォーラム2014
10:00 ～ 14:30

吉田町
健康福祉センター

11/8土
秋の畑へ行こう
～さくらおろち湖の里山ボランティア2014 ～
10:00 ～ 15:00

さくらおろち湖
周辺

11/11火
～ 15土

近代だたら操業体験
４泊５日

和鋼生産研究開発施設

11/16日 第２回さくらおろち湖マラソン大会
9:00 ～ 14:00

さくらおろち湖周辺
オリジナルコース

11/16日 第11回　北村そば祭り
9:30 ～ 14:00

北村ふれあい交流館

11/23日 すがや収穫祭
10:00 ～ 15:00

菅谷営農センター

11/23日 煮しめづくり体験交流
10:00 ～ 15:00

旧中野小学校

11/30日
菅谷高殿再オープン記念
火焔まつりスペシャル！
10:00 ～ 15:00

菅谷たたら山内周辺

11/30日 ここが○○！！雲南市
13:00 ～ 16:00

三刀屋交流センター

開催日 イベント名 会場 開催日 イベント名 会場

11 月のイベント



●市報うんなん　No.120　2014 年 11 月発行
発行 ･ 編集／雲南市役所  政策企画部  情報政策課
〒699-1392  雲南市木次町木次1013-1　☎0854-40-1015　  0854-40-1019

 unnan-city＠city.unnan.shimane.jp

市報うんなんに対するご意見、ご感想をお寄せください。

人　口･･ 41,128人（－17人）

世帯数･･ 13,820世帯（27世帯）
平成 26 年 10 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 21,394人（－5人）

男　性･･ 19,734人（－12人）

I N F O R M A T I O N

人権センター定例公開講座

保険証に"女" ってダメですか？
～間違いだらけの性同一性障害～

 と　き  11月15日（土）10:00 ～
 ところ  木次経済文化会館　チェリヴァホール
	 ３階大会議室
 講　師  上

うえ

田
だ

地
ち

優
ひろ

さん（紫の風代表）

 入場料  無料
 【問】人権センター　☎0854-42-1767

第14回 ラメール
小中学校管弦打独奏コンクール
 と　き  11月３日（月・祝）10:00 ～
 ところ  加茂文化ホール　ラメール（大ホール）
 入場料  無料
 【問】ラメール　☎0854-49-8500

第25回 出雲追
おい

分
わけ

全国優勝大会
 と　き  11月23日（日・祝）8:45開会
 ところ  加茂文化ホール　ラメール（大ホール）
 入場料  無料
　　　　　【問】出雲追分事務局（ラメール内）
 ☎0854-49-8500

第８回 雲南市民歳末余芸大会
　今年も助け合いのこころで満たされた笑顔あふ
れる福祉のふるさとづくりのために、雲南市民歳
末余芸大会を開催します。
　11月３日からチケット販売を開始しますので、
皆様のご協力よろしくお願いします。

 と　き  12月７日（日）13:00 ～ 17:00
　　　　　　　　　　　　　（開場12:00）
 ところ  三刀屋文化体育館アスパル
 入場料  【全席自由】
 前売券1,000円、中学生以下無料
 　　（当日1,200円）

【問】雲南市民歳末余芸大会実行委員会
 （雲南市社会福祉協議会内）　☎0854-45-9888

うんなん健康都市宣言記念講演会	
 と　き  11月25日（火）14:00 ～ 16:00
　　　　　　　　　　　　　（開場13:30 ～）
 ところ  木次経済文化会館　チェリヴァホール
	 ３階大会議室
 講　師  塩

し わ く

飽　邦
くに

憲
のり

さん
 （島根大学理事・副学長、健康都市宣言策定委員長）

 演　題  健康都市の実現をめざして（仮題）
 定　員  100人
 入場料  無料

※受講を希望される場合は、11月14日（金）までに
　下記事務局までお申し込みください。

 【問】健康推進課　☎0854-40-1045

文化講演会	
 と　き  11月15日（土）13:00 ～ 14:10
　　　　　　　　　　　　　（開場12:00）
 ところ  木次経済文化会館　チェリヴァホール
 演　題  人を育てる
 講　師  林

はやし

　覚
かくじょう

乗さん（南
なん

蔵
ぞう

院
いん

第二十三世住職）

 入場料  無料（先着450人）
※入場には整理券が必要ですので、雲南各商工会、

ＪＡ雲南各支店でお取り寄せください。

　　　　　【問】公益社団法人　雲南法人会
 　☎0854-45-0212

雲南市教育フェスタ2014	
 と　き  11月８日（土）13:00 ～ 16:00
　　　　　　 ９日（日）			 9:00 ～ 15:50
 ところ 	 三刀屋中学校（メイン会場）
 入場料  無料
※読書フェスティバル同時開催（９日 13:00~16:00）
 【問】教育総務課　☎0854-40-1071


